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め

に

　
こ
の
小
論
は
瓜
阪
南
論
集
・
人
文
科
学
編
・
第
二
十
四
巻
二
号
V
掲
載
の
拙

稿
『
（
続
）
中
国
古
文
献
に
見
え
る
沈
香
に
つ
い
て
（
上
）
』
に
続
く
も
の
で
あ

る
。
前
稿
で
は
、
沈
香
の
木
な
る
も
の
が
歴
史
文
献
上
だ
い
た
い
ど
の
よ
う
な

も
の
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
か
を
考
え
、
更
に
沈
香
の
木
の
部
位
の
違
い
に

関
わ
る
異
称
、
及
び
、
況
香
の
木
そ
の
も
の
に
つ
い
て
の
異
称
に
つ
い
て
考
え

て
み
た
。
本
稿
で
は
前
稿
に
引
き
騎
い
て
こ
う
し
た
異
称
に
つ
い
て
の
問
題
点

を
更
に
お
し
す
す
め
て
他
の
香
木
と
の
混
同
に
つ
い
て
の
問
題
を
明
か
に
し
、

且
つ
分
析
整
理
し
て
、
結
局
況
香
と
は
ど
う
い
う
木
な
．
の
で
あ
る
か
と
い
う
こ

と
を
も
う
少
し
は
っ
き
り
さ
せ
て
み
た
い
。

三
、
況
香
の
木
と
他
の
香
木
と
の
混
同

H
　
一
木
五
香
に
つ
い
て

唐
段
成
式
『
酉
陽
雑
姐
・
前
集
巻
一
八
』
に
、

　
　
　
（
続
）
中
国
古
文
献
に
見
え
る
沈
香
に
つ
い
て

（
下
）

　
　
一
木
五
香
根
施
檀
節
況
香
花
鶏
舌
葉
蕾
膠
薫
陸

　
　
　
一
木
五
香
あ
り
、
根
は
族
檀
、
節
は
況
香
、
花
は
鶏
舌
、
葉
は
蕾
、
膠
は
薫
陸
な

　
　
り
o

　
と
あ
る
。
こ
の
一
木
五
香
と
い
う
考
え
方
は
可
成
り
後
ま
で
行
わ
れ
る
の
で

あ
る
が
、
こ
の
も
と
に
な
っ
た
も
の
は
、
『
太
平
御
覧
・
香
部
』
所
引
の
、
梁

世
祖
考
元
皇
帝
御
撰
と
さ
れ
る
『
金
棲
子
』
の
記
述
で
あ
る
。

　
　
扶
南
國
衆
香
共
是
一
木
根
便
是
旋
檀
節
便
是
況
水
花
是
鶏
舌
葉
是
雷
香
膠

　
是
薫
陸

　
　
扶
南
國
の
衆
香
は
共
に
是
れ
一
木
で
、
根
は
便
ち
是
れ
旅
檀
、
節
は
便
ち
是
れ
況

　
　
水
、
花
は
是
れ
鶏
舌
、
葉
は
是
れ
雷
香
、
膠
は
是
れ
薫
陸
な
り
。

　
と
あ
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
同
じ
く
『
太
平
御
覧
・
香
部
』
所
引
の
「
ム
削
益

期
践
」
に
も
、

　
．
「
外
國
老
胡
説
衆
香
共
是
一
木
木
花
爲
鶏
舌
香
」
「
衆
香
共
是
一
木
木
膠
爲

　
薫
陸
」
「
衆
香
是
一
木
木
節
是
青
木
」
「
衆
香
共
是
一
木
木
根
爲
旛
檀
」
「
衆

　
木
共
是
一
木
木
心
爲
況
香
」

　
■
・
「
外
國
の
老
胡
説
く
に
、
衆
香
は
共
に
是
れ
一
木
に
し
て
木
の
花
は
鶏
舌
香
爲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
一
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阪
南
論
集
　
人
文
・
自
然
科
学
編
　
第
二
十
四
巻
第
三
号

　
．
り
、
」
「
衆
香
共
に
是
れ
一
木
に
し
て
木
の
膠
は
薫
陸
爲
り
」
「
衆
香
是
れ
一
木
に
し

　
　
て
木
の
節
は
是
青
木
な
り
」
「
衆
香
共
に
是
れ
一
木
に
し
て
木
の
根
ま
旋
檀
爲
り
」

　
　
「
衆
木
（
香
）
共
に
是
れ
一
木
に
し
て
木
の
心
は
況
香
爲
り
」

　
と
あ
る
。
こ
こ
に
言
う
青
木
と
は
青
木
香
の
こ
と
で
、
李
時
珍
は
『
本
草
綱

目
・
木
香
輝
名
』
の
項
に

　
　
木
香
草
類
也
本
名
蜜
香
因
其
氣
如
蜜
也
縁
況
香
中
有
蜜
香
途
詑
此
爲
木
香

　
耳
昔
人
謂
之
青
木
香
後
人
因
呼
馬
兜
鈴
根
爲
青
木
香
乃
呼
此
爲
南
木
香

　
　
　
木
香
は
草
類
な
り
。
本
は
蜜
香
と
名
づ
く
、
其
の
氣
の
蜜
の
如
き
な
る
に
因
る
な

　
　
り
。
況
香
の
中
に
蜜
香
の
も
の
有
る
に
縁
り
て
遂
い
に
靴
し
て
此
を
木
香
と
爲
す
の

　
　
み
。
普
し
の
人
之
を
青
木
香
と
謂
う
。
後
の
人
は
馬
兜
鈴
の
根
を
呼
ん
で
青
木
香
と

　
　
爲
し
た
に
因
っ
て
乃
ち
此
を
呼
ん
で
南
木
香
と
爲
す
。

　
と
書
い
て
い
る
。
ま
た
『
古
今
圓
書
集
成
・
草
木
典
』
所
引
の
「
王
世
愁
花

疏
」
は
、
木
香
に
つ
い
て
、

　
　
木
香
惟
紫
心
小
白
者
爲
佳
圃
中
有
架
宋
人
絶
重
醸
醸
香
今
寛
不
知
何
物
疑

　
印
是
白
木
香
耳
今
所
謂
酸
醸
白
而
不
香
定
非
宋
人
所
珍
也

　
　
　
木
香
は
は
惟
れ
紫
の
心
に
し
て
小
さ
く
白
き
者
を
佳
し
と
爲
す
。
圃
中
に
架
有
り

　
　
て
、
宋
人
醸
醸
香
を
絶
重
す
。
今
寛
い
に
何
物
か
を
舟
ら
ず
、
疑
う
ら
く
は
印
ち
是

　
　
れ
白
木
香
の
み
。
今
謂
う
所
の
醗
醸
は
白
く
し
て
香
せ
不
。
定
め
て
宋
人
の
珍
と
す

　
　
る
所
に
非
ざ
る
な
り
。

　
と
あ
る
。
験
醸
は
恐
ら
く
験
醗
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
唐
代
に
撰
せ
ら
れ
た

『
葦
下
歳
時
記
』
（
重
較
説
郭
膏
第
六
十
九
所
収
）
に
、

　
　
長
安
毎
歳
諸
陵
當
以
寒
食
薦
鵠
粥
鶏
毬
等
云
云
或
賜
宰
臣
以
下
験
醗
酒
即

　
重
醸
酒
也

　
　
　
長
安
、
毎
歳
、
諸
陵
當
に
以
て
寒
食
に
當
る
に
錫
粥
、
鶏
毬
等
を
薦
す
云
云
。
或

　
　
い
は
臣
宰
以
下
に
醗
醸
酒
を
賜
う
。
印
ち
重
ね
て
醸
し
た
る
酒
な
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

　
と
あ
る
所
を
見
る
と
も
と
も
と
は
酒
の
名
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
し
か
し
こ
こ

で
は
「
有
架
」
と
あ
る
か
ら
蔓
草
の
一
種
の
名
で
あ
ろ
う
。
故
に
『
王
世
愁
花

疏
』
の
場
合
も
木
香
と
い
う
の
は
草
類
の
植
物
で
あ
っ
て
況
香
を
思
わ
す
よ
う

な
木
樹
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
同
じ
く
『
古
今
圓
書
集
成
』
所
引
の

『
王
象
督
翠
芳
譜
』
に
は
、

　
　
木
香
灌
生
條
長
有
刺
如
薔
薇
有
三
種
花
開
於
四
月
惟
紫
心
白
花
者
爲
最
香

　
護
清
遠
高
加
萬
條
望
若
香
雪
他
如
黄
花
絃
花
白
細
乗
花
白
中
梁
花
白
大
乗
花

　
皆
不
及

　
　
　
木
香
は
灌
生
し
、
条
は
長
く
刺
有
り
て
薔
薇
の
如
し
。
三
種
有
り
て
花
は
四
月
に

　
　
開
く
。
惟
だ
紫
心
に
し
て
白
花
の
者
の
み
最
も
香
頽
清
遠
と
爲
り
。
高
く
萬
條
を
加

　
　
え
て
望
め
ば
香
雪
の
若
し
。
他
は
、
黄
花
、
紅
花
、
白
細
架
花
、
白
中
架
花
、
白
大

　
　
粟
花
の
如
き
は
皆
な
及
ば
ず
。

　
と
あ
る
。
こ
の
記
述
も
『
王
世
慾
花
疏
』
と
ほ
ぼ
一
致
し
、
コ
ロ
同
加
萬
條
望
一

と
い
う
の
も
〕
局
架
萬
條
」
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ
の
種
類
は
花
の
色

に
よ
っ
て
三
種
に
分
け
ら
れ
、
そ
の
う
ち
最
も
よ
い
と
さ
れ
る
白
花
の
も
の
の

う
ち
に
も
い
く
つ
か
の
種
類
に
分
け
ら
れ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
い
づ
れ
に
せ

よ
こ
の
場
合
も
木
香
は
蔓
状
の
草
本
で
あ
る
。
ま
た
『
本
草
綱
目
』
所
引
の

『
南
州
異
物
志
』
に
は

　
　
青
木
香
出
天
竺
是
草
根
状
如
甘
草
也

　
　
青
木
香
は
天
竺
に
出
ず
。
是
れ
草
根
の
献
は
甘
草
の
如
き
な
り
。

　
と
あ
る
。
つ
ま
り
木
香
と
呼
ば
れ
る
青
木
香
と
い
う
も
の
は
、
本
来
樹
木
で

は
な
く
草
類
で
あ
っ
て
、
旋
檀
と
か
薫
陸
と
か
と
は
全
く
別
の
も
の
で
あ
る
と

い
う
こ
と
が
こ
れ
か
ら
も
解
か
ろ
う
。
し
か
し
唐
の
王
懸
河
『
三
洞
珠
嚢
』
に

は
、
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五
香
者
即
青
木
香
也
一
株
五
根
一
董
五
枝
一
枝
五
葉
葉
間
五
勧
故
名
五
香

　
焼
之
能
上
徹
九
天
也
古
方
治
癌
疽
有
五
香
連
翅
湯
内
用
青
木
香

　
　
　
五
香
は
印
ち
青
木
香
な
り
。
一
株
に
五
根
あ
り
。
■
一
蓮
に
五
枝
あ
り
。
一
枝
に
五

　
　
葉
あ
り
。
葉
間
に
五
節
あ
り
。
故
に
五
香
と
名
づ
く
。
之
を
焼
け
ぱ
能
く
上
り
て
九

　
　
天
に
徹
る
な
り
。
古
方
で
は
痴
疽
を
治
す
る
に
五
香
連
翅
湯
有
り
。
内
に
青
木
香
を

　
　
用
う
。

　
と
あ
る
。
或
い
は
、
宋
王
観
国
『
學
林
・
巻
八
』
に
、

　
　
古
榮
府
詩
日
麗
艶
耗
麗
五
木
香
迷
迭
叉
繍
與
都
梁
観
國
按
養
圏
本
草
引
道

　
書
之
青
木
香
爲
五
木
香
故
古
樂
方
有
五
香
散
而
其
方
中
止
用
青
木
香
則
五
木

　
香
乃
青
木
香
也

　
　
　
古
薬
府
詩
に
日
く
、
「
麗
籔
號
麗
五
木
香
、
迷
迭
茎
納
與
都
梁
、
」
観
國
按
ず
る

　
　
に
、
書
圓
本
草
は
道
書
の
青
木
香
を
引
い
て
五
木
香
と
爲
す
。
故
に
古
樂
に
方
に
五

　
　
香
散
有
り
。
而
し
て
其
の
方
中
に
青
木
香
を
用
い
る
を
止
む
。
則
ち
五
木
香
は
乃
ち

　
　
青
木
香
な
り
。

　
と
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
古
楽
府
詩
に
用
い
ら
れ
た
語
詞
の
解
説
と
し
て
は
、

更
に
同
書
に
、

　
　
風
俗
通
日
織
毛
褥
謂
之
麗
鐘
後
漢
西
域
樽
天
竺
國
有
細
布
耗
錘
章
懐
太
子

　
注
日
毛
席
然
齪
臨
雛
麗
皆
蟹
夷
織
毛
之
有
文
者
如
麗
闘
之
属
也

　
　
　
風
俗
通
に
日
く
、
織
毛
の
褥
、
之
を
麗
錘
と
謂
う
。
後
漢
西
域
傳
に
、
天
竺
國
に

　
　
細
布
疑
琵
有
り
と
あ
り
、
章
懐
太
子
は
注
し
て
日
く
、
毛
席
は
然
り
麗
麺
鴉
観
な

　
　
り
。
皆
蟹
夷
の
織
毛
の
文
有
る
者
に
し
て
琵
圃
之
囑
の
如
き
な
り
。

　
と
あ
る
か
ら
五
木
香
も
お
そ
ら
く
は
漢
地
の
産
物
で
は
な
く
遠
く
西
方
の
も

の
で
あ
り
、
麗
難
耗
琵
と
言
わ
れ
る
よ
う
な
立
派
な
毛
織
の
敷
物
、
毛
露
と
同

じ
く
高
価
な
財
物
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
王
観
国
の
説
を
受
け
て
季
時

珍
は
『
本
草
綱
目
・
木
香
』
に
、

　
　
　
　
（
続
）
申
国
古
文
献
に
見
え
る
枕
香
に
つ
い
て
（
下
）

　
　
古
樂
府
云
麗
謡
諮
琵
五
木
香
皆
指
此
也
頒
日
修
養
書
云
正
月
一
日
取
五
木

　
煮
湯
以
浴
令
人
至
老
髪
髪
黒
徐
錯
注
云
道
家
謂
青
木
香
爲
五
香
亦
云
五
木
多

　
以
爲
浴
是
集

　
　
　
古
榮
府
に
云
う
、
睡
饒
醤
麓
、
五
木
香
は
皆
な
此
れ
（
青
木
香
）
を
指
す
な
り
。

　
　
類
に
日
く
、
修
養
の
書
に
云
う
。
正
月
一
日
五
木
を
取
り
て
湯
を
煮
て
、
以
て
浴
せ

　
　
ば
、
人
老
に
至
る
も
髪
髪
を
黒
か
ら
し
む
「
徐
錯
の
注
に
云
う
、
道
家
は
青
木
香
を

　
　
謂
い
て
五
香
と
爲
す
q
亦
た
五
木
と
云
う
。
多
く
以
て
浴
す
各
に
是
と
馬
す
な
り
。

　
と
述
べ
て
い
る
。
麗
謡
諮
琵
と
い
う
の
は
勿
論
麗
謡
搭
琵
の
こ
と
で
あ
ろ

う
。
そ
し
て
以
上
、
五
木
香
と
謂
い
、
五
木
と
謂
い
、
五
香
と
謂
う
は
、
王
観

国
、
徐
錯
の
注
な
ど
か
ら
も
、
青
木
香
と
言
わ
れ
る
草
本
類
の
植
物
で
あ
る
と

い
う
こ
と
が
解
る
。
こ
う
し
た
「
五
～
」
と
い
う
言
い
方
は
、
い
づ
れ
も
前

，

掲
、
梁
元
帝
の
『
金
棲
子
』
や
、
唐
段
成
式
の
『
西
陽
雑
姐
』
の
一
木
五
香
が

念
頭
に
置
か
れ
て
い
た
た
め
に
、
そ
れ
に
五
味
、
五
辛
な
ど
の
存
在
に
触
発
さ

れ
流
布
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
が
、
ま
た
『
ム
則
益
期
賎
』
の
五
香

の
う
ち
に
青
木
香
が
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
も
大
い
に
関
係
が
あ
ろ

う
。
い
づ
れ
に
せ
よ
唐
代
あ
た
り
で
は
、
況
香
、
薫
陸
、
鶏
舌
、
旋
檀
、
青
木

香
、
養
香
な
ど
か
同
一
の
木
で
あ
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
時
期
が
あ
っ
た
こ
と

は
確
か
で
あ
る
。

　
し
か
し
こ
の
一
木
五
香
と
い
う
考
え
方
が
誤
り
で
あ
る
と
表
明
し
た
の
は
沈

括
『
夢
漢
筆
談
・
巻
二
十
二
』
で
あ
る
。

　
　
段
成
式
酉
陽
雑
姐
記
事
多
誕
其
間
鍍
草
木
異
物
尤
多
繧
妄
率
記
異
國
所
出

　
欲
無
根
抵
如
云
一
本
五
香
根
旋
檀
勧
沈
香
花
鶏
舌
葉
蕾
膠
薫
陸
此
尤
纏
旋
檀

　
與
沈
香
雨
木
元
異
鶏
舌
印
今
丁
香
耳
今
薬
晶
中
所
用
者
亦
非
嚢
香
自
是
草
葉

　
南
方
至
多
薫
陸
小
木
而
大
葉
海
南
亦
有
薫
陸
乃
其
膠
也
今
謂
之
乳
頭
香
五
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
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週
殊
元
非
同
類

　
　
　
段
成
式
の
酉
陽
雑
狙
の
記
事
は
多
く
誕
け
り
其
の
間
草
木
異
物
を
鎧
す
る
に
尤
も

　
　
繧
妄
多
し
。
率
む
ね
異
國
に
出
づ
る
所
を
記
す
る
こ
根
抵
無
か
ら
し
め
ん
と
欲
。
如

　
　
え
ば
一
本
五
香
に
し
て
根
は
旋
檀
、
節
は
沈
香
、
花
は
鶏
舌
、
葉
は
蕾
、
膠
は
薫
陸

　
　
と
云
う
は
此
れ
尤
も
謬
な
り
。
旋
檀
と
沈
香
は
雨
木
に
し
て
元
と
異
れ
り
。
鶏
舌
は

　
　
印
ち
今
の
丁
香
な
る
耳
。
今
薬
晶
中
に
用
う
所
の
者
は
亦
た
非
な
り
。
装
香
は
自
か

　
　
ち
是
れ
草
葉
な
り
。
南
方
に
至
り
て
多
く
、
薫
陸
は
小
木
に
し
て
大
葉
。
海
南
亦
た

　
　
薫
陸
有
り
。
乃
ち
其
の
膠
な
り
。
今
こ
れ
を
乳
頭
香
と
謂
う
。
五
物
は
週
む
き
て
殊

　
　
な
り
、
元
と
同
類
に
非
ず
。

　
と
あ
る
。
ま
た
前
に
掲
げ
た
王
観
国
も
『
學
林
』
の
中
で
段
成
式
の
誤
り
を

指
摘
し
、

　
　
酉
陽
雑
姐
日
一
木
五
香
根
旋
檀
節
沈
香
花
鶏
舌
葉
蕾
膠
薫
陸
今
按
此
五
物

　
　
　
　
　
　
“

　
乃
五
種
而
謂
一
木
五
香
者
誤
甚
夷
本
草
木
部
以
沈
香
薫
陸
香
鶏
舌
香
蕾
香
砦

　
糖
香
同
爲
一
條
亦
非
也
蕾
香
乃
草
類
蝕
香
是
木
類
亦
各
是
一
種
非
同
條
之
物
．

　
也

　
　
　
酉
陽
雑
狙
に
日
く
、
一
木
五
香
は
根
は
旋
檀
節
は
沈
香
、
花
は
鶏
舌
、
葉
は
蕾
、

　
　
膠
は
薫
陸
と
、
今
按
ず
る
に
此
の
五
物
は
乃
ち
五
種
に
し
て
一
本
五
香
と
謂
う
は
誤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
　
り
な
る
こ
と
甚
し
。
本
草
の
木
部
は
、
沈
香
、
薫
陸
香
、
鶏
舌
香
、
蕾
香
、
潜
糖
香

　
　
を
以
て
同
じ
く
一
條
と
爲
す
は
亦
た
非
な
り
。
装
香
は
乃
ち
草
類
、
錐
香
は
是
れ
木

　
　
類
に
し
て
亦
た
各
お
の
是
れ
一
種
な
り
。
同
條
の
物
に
非
ざ
る
な
り
。

　
と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
王
観
国
は
一
木
五
香
の
誤
り
を
抱
括
的
に
指
摘
し

て
い
る
だ
け
で
あ
る
が
、
沈
括
の
記
述
は
一
つ
一
つ
具
体
的
で
あ
る
。
沈
活
は

と
り
わ
け
沈
香
と
旋
檀
と
を
並
べ
挙
げ
て
、
こ
の
二
者
が
も
と
も
と
全
く
別
の

も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
は
別
の
角
度
か
ら
言
え

ば
一
木
五
香
と
い
う
誤
っ
た
考
え
が
当
時
一
般
化
し
て
お
り
、
そ
れ
を
正
す
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四

い
う
事
の
外
に
、
沈
香
と
旋
檀
と
の
間
に
は
、
両
者
が
混
同
さ
れ
る
よ
う
な
特

殊
な
認
識
が
存
在
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。　

目
　
栴
柾
に
つ
い
て

　
旋
檀
は
『
本
草
綱
目
・
木
部
』
、
に
檀
香
と
し
て
載
す
も
の
で
あ
る
。
そ
の
緯

名
に
旋
檀
、
眞
檀
と
も
し
、
李
時
珍
は
、

　
　
檀
善
木
也
故
字
従
薗
且
宜
善
也
緯
氏
呼
爲
旋
檀
以
爲
湯
沐
獲
言
離
垢
也
番
人

　
詑
眞
檀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
　
　
檀
は
善
木
な
り
。
故
字
は
蔓
に
従
う
。
直
は
善
な
り
。
縄
氏
は
呼
ぴ
て
旋
檀
と
爲

　
　
し
、
以
て
湯
沐
と
爲
す
は
猶
お
垢
を
離
す
る
を
言
う
な
り
。
番
人
は
靴
り
て
眞
檀
と

　
　
爲
す
。

　
と
す
る
が
、
．
こ
の
「
檀
善
木
也
」
や
「
宮
善
也
」
は
字
解
か
義
解
か
韻
解
か

明
確
で
は
な
い
。
『
説
文
』
に
は
、
「
檀
木
也
從
木
萱
聲
」
（
檀
は
木
な
り
。
木

に
從
い
買
聲
）
、
「
萱
多
穀
也
從
曹
旦
声
」
（
萱
は
多
穀
な
り
。
面
に
從
う
。
旦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

聲
）
と
あ
る
の
み
で
善
の
義
は
な
い
。
李
時
珍
は
、
檀
、
實
が
善
と
音
韻
上
通

ず
る
ξ
言
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
、
判
然
と
し
な
い
。
い
づ
れ
に
せ
よ
旋
檀

は
、
梵
文
の
族
檀
那
で
O
曽
麸
墨
或
い
は
O
－
彗
駐
量
と
も
表
記
さ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

も
の
の
音
訳
で
あ
る
。
同
様
に
音
に
よ
っ
て
真
檀
と
も
表
記
さ
れ
る
の
で
あ

る
。
唐
玄
慮
の
二
切
経
音
義
』
に
は
、
「
族
檀
那
外
國
香
木
也
」
（
旋
檀
那
は

外
國
の
香
木
な
り
）
と
あ
る
し
、
日
本
鎌
倉
時
代
の
僧
法
空
が
著
し
た
『
聖
徳

太
子
平
氏
傳
雑
勘
文
・
上
三
』
の
「
施
檀
事
」
の
項
に
、

　
　
慈
恩
云
梵
具
旋
檀
那
赤
者
謂
牛
頭
施
檀
黒
者
謂
紫
檀
之
類
也
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慈
恩
云
く
、
梵
具
の
旛
檀
那
で
赤
き
者
は
牛
頭
旋
檀
と
謂
い
、
黒
き
者
は
紫
檀
の

　
．
類
を
謂
う
な
り
。

　
と
あ
る
。

　
旋
檀
の
用
途
は
種
々
あ
ろ
う
が
、
い
ま
こ
こ
に
少
し
古
文
献
の
中
か
ら
拾
っ

て
み
よ
う
。
晋
魚
蒙
の
『
三
國
典
略
』
（
『
太
平
御
覧
・
香
部
』
所
引
）
に
、

　
　
周
師
階
江
陵
初
梁
主
以
白
檀
木
爲
梁
武
之
像
毎
朔
望
親
察
之
軍
人
以
其
香

　
也
部
而
分
之

　
　
　
周
師
、
江
陵
を
階
し
い
れ
初
め
て
梁
主
、
白
檀
木
を
以
て
梁
武
之
像
を
爲
る
。
毎

　
　
に
朔
の
望
に
親
し
く
之
を
察
る
。
軍
人
其
の
香
を
以
て
す
る
や
剖
り
て
之
を
分
つ
。

　
と
あ
る
。
旛
檀
は
香
木
で
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
多
く
像
な
ど
と
造
る
の
に
用
．

い
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
特
に
中
国
で
仏
教
が
盛
ん
に
な
る
に
随
っ
て
仏
像
も

多
く
旛
檀
に
よ
っ
て
造
ら
れ
た
。
唐
道
世
の
撰
に
な
る
『
法
苑
珠
林
』
に
、

　
　
漢
明
帝
時
天
竺
國
竺
法
師
將
董
澤
迦
像
是
像
優
損
國
旛
檀
師
第
四
作
也

　
　
・
漢
の
明
帝
の
時
、
天
竺
國
の
竺
法
師
、
將
に
輝
迦
像
を
書
か
ん
と
す
。
是
似
像
、

　
　
優
填
國
の
旋
檀
師
の
第
四
作
な
り
。

　
と
あ
る
。
「
旋
檀
師
」
と
い
う
も
の
が
い
か
な
る
も
の
か
知
れ
な
い
が
、
当

時
は
当
然
仏
師
は
殆
ん
ど
石
を
対
象
と
し
て
彫
し
て
い
た
筈
で
あ
る
か
ら
、
こ

れ
は
専
ら
族
檀
を
主
と
し
て
刻
す
仏
師
を
言
う
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
沈
約

の
『
齋
寛
陵
王
題
佛
光
記
』
に
、

　
　
以
皇
齋
之
四
年
目
子
敬
制
澤
迦
像
一
躯
奪
麗
自
天
工
非
世
造
色
符
留
影
妙

　
越
檀
香

　
　
皇
齋
之
四
年
日
子
を
以
て
敬
し
み
て
澤
迦
像
一
簸
を
制
る
。
奪
麗
な
る
こ
と
自
か

　
　
⑥

　
　
ら
天
工
に
し
て
世
に
造
せ
ら
る
る
に
非
ず
。
色
符
影
を
留
め
、
檀
香
に
妙
越
す
。

　
と
あ
る
』
こ
れ
は
『
餅
字
類
編
・
檀
香
』
．
に
と
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
」
詩

　
　
　
　
（
続
）
申
乱
古
文
献
に
見
え
る
沈
香
に
つ
い
て
（
下
）

の
全
体
が
見
出
さ
れ
ず
、
意
味
が
よ
く
解
せ
な
い
。
大
方
の
御
教
示
を
願
う
も

の
で
あ
る
。
し
か
し
句
末
の
檀
香
と
は
所
謂
族
檀
仏
の
こ
と
で
あ
ろ
う
と
思
わ

れ
る
。
旛
檀
仏
と
は
元
の
程
錘
夫
の
『
旋
檀
瑞
像
殿
記
』
に

　
　
佛
升
例
利
天
説
法
優
蘭
王
欲
見
無
從
乃
刻
旋
檀
爲
像

　
　
　
佛
、
切
利
天
に
升
り
て
法
を
説
く
、
優
蘭
王
従
う
こ
と
無
く
見
え
ん
と
欲
ず
。
乃

　
　
ち
旋
檀
を
刻
し
て
像
を
爲
る
。

　
と
あ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
類
す
る
話
し
は
前
に
掲
げ
た
『
聖
徳
太
子
平

氏
傳
雑
勘
文
上
三
』
に
も
あ
る
。

　
　
元
始
抄
云
輝
迦
如
來
成
道
後
八
年
思
報
摩
耶
恩
従
砥
桓
寺
起
往
切
利
天
於

　
善
法
寺
堂
中
金
石
之
上
爾
時
優
填
王
勅
國
界
内
諸
奇
巧
匠
而
告
之
日
魔
用
純

　
紫
旛
檀
之
木
時
毘
首
掲
襲
身
爲
匠
持
詩
刻
器
到
於
城
門
或
見
七
緯
或
見
五
緯

　
機
見
不
同
面
及
手
足
皆
金
色
云
云
此
以
紫
色
爲
上
晶
欺

　
　
　
元
始
抄
に
云
く
、
緯
加
如
來
道
を
成
し
て
後
八
年
、
摩
耶
の
恩
に
報
い
ん
と
思
い

　
　
て
、
蔽
疸
寺
從
り
起
ち
て
切
利
夫
天
に
往
き
、
善
法
堂
中
の
金
石
の
上
に
於
て
す
。

　
　
爾
時
、
優
填
王
、
國
界
内
の
諸
ミ
の
奇
れ
た
る
巧
み
な
る
匠
に
勅
し
て
之
に
告
げ
て

　
　
日
く
、
純
な
る
紫
檀
之
木
を
用
う
臆
し
。
時
に
毘
首
類
摩
、
身
を
愛
じ
て
匠
と
爲

　
　
り
、
諸
ミ
の
刻
器
を
持
し
て
城
門
に
到
る
。
或
い
は
七
緯
を
見
、
或
い
は
五
澤
を
見

　
　
る
。
機
に
見
る
に
同
じ
か
ら
ず
。
面
及
び
手
足
皆
金
色
云
云
此
紫
色
を
以
て
上
晶
と

　
　
爲
す
欺
。

　
以
上
の
二
話
は
も
と
も
と
同
じ
話
し
で
あ
っ
た
も
の
が
少
し
形
が
変
っ
て
伝

っ
た
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
て
つ
く
ら
れ
た
仏
像
が
「
旋
檀
佛
」
と
言

わ
れ
る
も
の
で
前
掲
の
例
文
中
の
檀
香
と
称
さ
れ
た
檀
香
仏
で
あ
ろ
う
。
佛
の

在
世
中
あ
る
い
は
浬
薬
に
入
っ
て
八
年
の
後
に
已
に
旋
檀
仏
が
造
ら
れ
て
い
た

と
い
う
こ
う
し
た
話
し
の
真
偽
は
と
も
か
く
、
旗
檀
で
彫
ら
れ
た
仏
像
は
相
当

古
く
か
ら
あ
っ
た
ら
し
い
。
宋
の
蘇
拭
の
詩
に
『
子
由
生
日
以
檀
香
観
音
像
爲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
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壽
詩
』
と
題
す
る
も
の
が
あ
る
の
も
時
代
は
下
る
か
と
の
例
と
み
て
よ
い
。
ま

た
時
代
は
更
に
下
る
が
清
の
震
釣
撰
『
天
偶
檀
聞
』
に
、

　
　
檀
旋
寺
本
名
宏
仁
以
旋
檀
佛
像
所
在
俗
呼
爲
檀
旋
云
其
像
元
代
供
大
内
明

　
代
供
鷲
峯
寺
乾
隆
間
移
此
此
像
與
石
鼓
皆
起
於
周
代
至
今
三
千
年
魏
然
無
生
心

　
庚
子
之
馳
寺
椴
像
不
知
所
在

　
　
　
檀
族
寺
、
本
は
宏
仁
と
名
づ
く
、
旅
檀
の
佛
像
の
在
る
所
を
以
て
俗
に
呼
び
て
檀

　
　
旅
と
爲
し
て
云
う
。
其
の
像
、
元
代
に
犬
内
に
供
せ
ら
れ
、
明
代
に
は
鷲
峯
寺
に
供

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
　
せ
ら
る
。
乾
隆
の
間
に
此
に
移
さ
る
。
此
の
像
、
石
鼓
と
與
に
皆
な
周
代
に
起
り
て

　
　
今
に
至
る
こ
と
三
干
年
、
鐵
然
と
し
て
慈
が
無
し
、
庚
子
の
馳
、
寺
駿
け
、
像
の
在

　
　
る
所
を
知
ら
ず
。

　
と
あ
る
。
「
此
像
與
石
鼓
皆
超
於
周
代
」
と
い
う
の
は
些
か
荒
唐
無
稽
で
は

あ
る
が
、
さ
き
に
あ
げ
た
「
旋
檀
佛
」
と
い
う
よ
う
な
言
葉
が
一
つ
の
独
立
し

た
固
有
名
詞
と
な
っ
て
く
有
り
よ
う
、
事
由
が
解
ろ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
以
上
文
献
の
上
で
見
て
き
た
よ
う
な
旋
檀
に
彫
ら
れ
た
佛
像
が
、
い
っ
た
い

ど
れ
ぐ
ら
い
の
大
き
さ
の
も
の
で
あ
る
か
詳
ら
か
で
は
な
い
。
し
か
し
中
国
の

寺
廟
に
安
置
さ
れ
て
い
る
佛
像
は
一
般
的
に
は
可
成
り
大
型
の
も
の
が
多
い
所

か
ら
み
て
、
こ
れ
等
の
像
も
相
当
大
き
な
も
の
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
と
推
察
出

来
る
。
結
局
旋
檀
の
木
は
、
そ
う
し
た
大
き
い
仏
像
を
彫
り
造
る
こ
と
が
出
来

る
ぐ
ら
い
の
大
木
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
故
に
『
太
平
御

覧
・
香
部
』
所
引
の
『
竺
法
眞
登
羅
山
疏
』
に
、

　
　
族
檀
出
外
國
元
嘉
末
曽
城
有
人
於
山
見
一
大
樹
員
蔭
藪
畝
三
丈
鈴
園
辛
芳

　
酷
烈
其
間
枯
條
敷
尺
授
而
刃
之
乃
白
旋
檀

　
　
旋
檀
は
外
國
に
出
ず
、
元
嘉
の
末
、
曽
つ
て
城
に
人
有
り
て
山
に
一
大
樹
を
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
　
る
。
圓
蔭
戴
畝
、
三
丈
錐
園
え
、
幸
芳
酷
烈
、
其
の
間
の
枯
條
数
尺
、
授
け
て
之
を

六

　
　
刃
れ
ば
乃
ち
白
旛
檀
な
り
。

　
と
見
え
る
の
は
そ
の
事
を
よ
く
表
わ
し
て
い
る
。
ま
た
唐
の
『
玉
堂
間
話
』

　
に
ま
た
唐
の
『
玉
堂
間
話
』
に
も

　
　
剣
門
之
左
蛸
巖
間
有
大
樹
生
於
石
縫
中
大
可
藪
園
枝
戟
純
白
皆
樽
日
白
檀

　
樹

　
　
　
剣
門
の
蛸
巖
の
間
、
大
樹
有
り
て
石
縫
に
生
ゆ
。
大
な
る
こ
と
藪
園
な
る
可
し
。

　
　
枝
、
幹
推
純
白
に
し
て
、
皆
樽
え
て
日
く
、
白
檀
樹
な
り
と
、

　
と
あ
る
。
「
藪
園
（
か
か
え
）
」
の
大
樹
と
は
相
当
の
大
木
で
あ
る
。
ま
た
唐

玄
装
の
『
大
唐
西
城
記
．
・
秣
羅
矩
旺
國
』
の
条
に
、

　
　
國
南
濱
海
有
株
刺
耶
山
崇
崖
峻
嶺
洞
谷
深
澗
其
中
則
有
白
檀
香
樹
梅
檀
禰

　
婆
樹
樹
類
白
檀
■
不
可
以
別
唯
於
盛
夏
登
高
遠
囑
其
有
大
蛇
榮
者
於
是
知
之
猜

　
其
木
性
涼
冷
故
蛇
盤
也
既
望
見
已
射
箭
爲
記
冬
蟄
之
後
方
乃
採
伐

　
　
　
國
の
南
の
濱
海
に
秩
刺
那
山
有
り
。
崇
き
崖
、
峻
し
き
嶺
、
洞
谷
深
潤
な
り
。
其

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎

　
　
の
中
に
則
ち
白
檀
香
樹
、
栴
檀
禰
婆
樹
有
り
。
樹
類
は
白
檀
な
り
。
以
て
別
る
可
か

　
　
ら
ず
。
唯
だ
盛
夏
に
、
高
き
に
登
り
て
遠
幽
す
れ
ぱ
、
大
な
る
蛇
の
繁
れ
る
者
有

　
　
り
。
是
に
於
て
之
を
知
る
の
み
。
猶
お
其
の
木
性
涼
冷
な
る
が
ご
と
き
故
に
蛇
盤
る

　
　
な
り
。
艶
に
望
み
見
る
の
み
。
箭
を
射
て
記
と
爲
し
、
冬
蟄
の
後
、
方
に
乃
ち
採
り

　
　
伐
る
。

　
と
あ
る
。
こ
の
場
合
も
「
登
高
遠
囑
」
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の

木
は
相
当
大
き
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
ま
た
「
射
箭
爲
記
」
と
い

う
の
は
、
そ
の
幹
も
可
成
り
太
い
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
物
語
っ
て
い

る
。
尤
も
こ
の
文
章
は
、
「
不
可
以
別
」
と
い
う
の
が
、
白
檀
香
樹
と
栴
檀
禰

婆
樹
と
の
こ
と
な
の
か
、
或
い
は
そ
の
二
種
の
樹
と
他
の
種
類
の
樹
と
の
こ
と

な
の
か
が
よ
く
解
せ
な
い
。
例
え
前
者
の
場
合
で
も
、
区
別
が
つ
か
な
い
と
い
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う
こ
と
は
幹
の
太
さ
な
ど
も
合
め
た
樹
形
が
よ
く
似
て
い
る
か
ら
で
あ
る
と
解

せ
ば
、
い
づ
れ
の
場
合
で
も
栴
檀
の
木
は
相
当
の
大
木
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に

な
ろ
う
。
ま
た
王
維
の
『
六
租
能
膵
師
碑
』
に
、

　
　
林
是
族
檀
更
無
雑
樹
花
惟
落
葡
不
用
鉄
香

　
　
　
林
は
是
れ
旋
檀
、
更
に
雑
樹
無
く
、
花
は
惟
だ
藩
葡
、
饒
香
を
用
い
ず
。

　
と
あ
る
。
林
と
い
う
概
念
は
、
樹
木
が
密
生
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
ば
か
り

で
は
な
く
、
そ
の
一
本
一
本
の
木
が
あ
る
程
度
の
樹
高
を
持
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
も
含
ま
れ
よ
う
。
故
に
こ
の
文
か
ら
想
象
さ
れ
る
族
檀
も
あ
る
程
度
以
上

の
大
木
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
『
陳
書
・
列
樽
第
一
』
に
、

　
　
至
徳
二
年
乃
於
光
照
殿
前
起
臨
春
結
縛
望
仙
三
閣
閣
高
藪
丈
拉
藪
十
間
其

　
薗
嘱
壁
帯
懸
掘
欄
濫
之
類
拉
以
況
檀
香
木
爲
之

　
　
　
至
徳
二
年
、
乃
ち
光
照
殿
の
前
に
、
臨
春
、
結
紺
、
望
仙
の
三
閣
を
起
つ
。
閣
の

　
　
高
さ
藪
丈
、
並
ら
び
藪
十
間
、
其
の
薗
臓
、
壁
帯
、
懸
楯
、
欄
濫
の
類
、
並
に
況
檀

　
　
香
木
を
以
て
之
を
爲
る
。

　
と
あ
る
σ
こ
の
「
況
檀
香
木
」
と
い
う
の
は
「
況
香
木
及
び
檀
香
木
」
と
い

う
事
で
あ
ろ
う
か
。
或
い
は
況
香
木
か
檀
香
木
か
は
っ
き
り
し
な
い
の
で
両
木

の
意
を
込
め
て
こ
う
表
現
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
即
ち
、
「
沈
香
木
と
か
檀

香
木
の
類
」
の
意
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
ど
ち
ら
の
場
合
で
も
こ
れ
等
の

木
が
、
大
き
な
建
築
物
の
資
材
と
し
て
用
い
ら
る
べ
き
材
木
を
採
り
得
る
程
度

の
大
木
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
い
え
る
。
ま
た
唐
の
詩
人
、
貫
休
の
『
涛
金
華

山
輝
院
』
と
い
う
詩
に
も

　
　
遠
地
曾
棲
菩
薩
僧
旛
檀
穣
殿
爆
崩
騰

　
　
滋
の
地
、
曾
つ
て
菩
薩
の
僧
棲
み
、
旛
檀
の
棲
殿
濠
崩
と
し
て
騰
る
。

　
　
　
　
（
続
）
中
国
古
文
献
に
見
え
る
沈
香
に
つ
い
て
（
下
）
・

　
と
あ
り
、
こ
の
場
合
も
棲
閣
建
築
の
資
材
と
し
て
旛
檀
が
使
わ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
旋
檀
の
木
が
、
た
だ
巨
木
で
あ
る
と
い
う
ば
か
り
で
な

く
、
建
築
材
と
し
て
の
木
質
の
堅
さ
も
そ
な
え
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
し

て
い
る
。
ま
た
宋
の
洪
揚
『
香
譜
』
に
は
、

　
　
杜
陽
編
宣
州
観
察
使
楊
牧
造
檀
香
亭
子
初
成
命
賓
落
之

　
　
　
杜
陽
編
宣
州
の
観
察
使
、
楊
牧
は
檀
香
の
亭
子
を
造
る
。
初
め
て
成
る
に
賓
に
命

　
　
じ
て
之
を
落
す
。

　
と
あ
る
。
コ
苧
子
」
と
い
う
の
が
ど
れ
ぐ
ら
い
の
大
き
さ
の
も
の
か
わ
か
ら

な
い
が
、
そ
の
用
い
ら
れ
た
材
木
は
す
べ
て
檀
香
で
あ
っ
た
と
い
う
の
で
あ
ろ

う
o
・

　
以
上
、
と
り
た
て
て
旋
檀
と
い
い
、
檀
香
と
こ
と
わ
る
の
は
、
当
然
そ
の
材

に
は
他
の
材
と
異
る
特
質
が
あ
っ
た
筈
で
、
そ
れ
が
と
り
も
な
お
さ
ず
芳
香
で

あ
る
。
旋
檀
と
は
、
芳
香
を
備
え
、
質
と
し
て
も
堅
固
な
極
め
て
良
質
に
し
て

貴
重
な
巨
木
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
目
　
柾
香
に
つ
い
て

　
前
項
で
は
旋
檀
に
つ
い
て
述
べ
て
来
た
が
、
掲
げ
た
引
用
文
の
中
で
、
沈
約

『
齋
寛
陵
王
題
佛
光
記
』
、
『
陳
書
・
張
貴
妃
』
、
洪
甥
『
香
譜
』
で
は
族
檀
で
は

な
く
檀
香
と
記
さ
れ
て
い
た
。
旋
檀
と
檀
香
の
違
い
は
詳
ら
か
で
は
な
い
が
、

そ
の
字
面
か
ら
旋
檀
は
概
念
的
に
そ
の
木
の
方
に
重
点
が
置
か
れ
、
檀
香
は
そ

れ
に
含
ま
れ
る
香
の
方
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
点
で
は

旗
檀
の
中
で
薬
材
的
効
カ
を
果
し
得
る
の
は
木
そ
の
も
の
よ
り
も
そ
れ
に
合
ま

れ
る
香
分
の
方
で
あ
る
か
ら
、
各
種
『
本
草
』
は
項
目
名
と
し
て
は
檀
香
を
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
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阪
南
論
集
　
人
文
・
自
然
科
学
編
　
第
二
十
四
巻
第
三
号

げ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
宋
代
で
は
聞
香
の
風
が
非
常
に
流
行
す
る
為
に
旋

檀
の
木
そ
の
も
の
も
檀
香
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、
『
香
譜
』
な
ど
の
記
載

で
は
建
築
材
と
し
て
使
わ
れ
る
よ
う
な
も
の
も
檀
香
と
呼
ば
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
よ
っ
て
旋
檀
も
檀
香
も
結
局
は
同
じ
物
で
そ
の
期
待
さ
れ
る
点
が
材
に
あ

る
か
香
に
あ
る
か
の
違
い
に
よ
る
と
言
っ
て
よ
い
。

　
文
献
の
上
で
は
旋
檀
に
は
い
く
つ
か
の
種
類
が
あ
る
。
『
本
草
綱
目
・
集
解
』

に
は
、

　
　
頒
日
檀
香
有
藪
種
黄
白
紫
之
異

　
　
　
類
に
日
く
、
檀
香
に
敷
種
有
り
。
黄
、
白
、
紫
の
異
な
り
。

　
と
い
う
。
ま
た
二
切
経
音
義
』
に
は
、

　
族
檀
那
外
國
香
木
也
有
赤
白
紫
等
敷
種

　
　
旋
檀
那
は
外
國
の
香
木
な
り
。
赤
、
白
、
紫
等
の
藪
種
有
り
。

　
と
あ
る
。
い
ま
ま
で
挙
げ
て
き
た
引
用
文
で
、
『
雑
勘
文
』
で
は
牛
頭
旋
檀
、

柴
檀
、
『
三
國
典
略
』
で
は
白
檀
木
、
『
竺
法
眞
登
羅
山
疏
』
で
は
白
旋
檀
、

『
大
唐
西
域
記
』
で
は
白
檀
香
樹
、
旋
檀
禰
婆
樹
、
『
玉
堂
間
話
』
で
は
、
白
檀

樹
と
あ
る
。
牛
頭
旗
檀
は
、
同
じ
『
雑
勘
文
』
所
引
の
『
小
嶋
大
般
若
音
訓
』

に
も
　
　
牛
頭
旋
檀
者
慈
恩
云
赤
旋
檀
也

　
　
牛
頭
旋
檀
な
る
者
は
、
慈
恩
云
く
、
亦
旋
檀
な
り
。

　
と
あ
る
が
、
こ
の
言
い
方
は
そ
う
一
般
的
な
も
の
で
は
な
い
ら
し
い
。
故
に

極
く
一
般
的
な
種
類
と
し
て
は
白
檀
、
黄
檀
、
紫
檀
の
三
種
で
あ
る
。
こ
う
し

た
色
に
よ
る
種
類
別
の
認
識
は
相
当
古
く
か
ら
あ
っ
た
よ
う
で
、
六
朝
時
代
、

晋
の
催
彪
の
『
古
今
注
』
に
も
、

八

　
　
紫
旋
木
出
扶
南
色
紫
亦
謂
之
紫
檀

　
　
　
紫
施
木
は
扶
南
に
出
ず
。
色
紫
な
る
も
の
を
亦
た
之
れ
を
紫
檀
と
謂
う
。

　
と
あ
る
。
し
か
し
こ
の
よ
う
に
色
に
よ
っ
て
分
け
ら
れ
た
種
類
の
違
い
は
、

果
し
て
木
そ
の
も
の
も
違
い
か
ら
く
る
も
の
な
の
か
、
或
い
は
木
の
部
位
に
よ

る
違
い
な
の
か
、
あ
る
い
は
同
類
同
種
の
木
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
木
そ
れ
自
身

が
も
つ
そ
れ
ぞ
れ
の
箇
体
差
に
よ
る
も
の
か
判
然
と
し
な
い
。
た
だ
宋
の
葉
廷

珪
の
『
香
譜
』
に
は
、

　
　
皮
實
而
色
黄
者
爲
黄
檀
皮
潔
而
色
白
者
爲
官
檀
皮
腐
而
色
紫
者
爲
紫
檀
其

　
木
井
堅
重
清
香
而
白
檀
尤
良

　
　
皮
實
に
し
て
色
黄
な
る
者
は
黄
檀
爲
り
。
皮
潔
く
し
て
色
白
な
る
者
は
白
檀
爲

　
　
り
。
皮
腐
り
て
色
紫
な
る
者
は
紫
檀
爲
り
。
其
の
木
井
に
堅
く
重
く
瀞
香
あ
り
て
白

　
　
檀
な
る
は
尤
も
良
し
。

　
と
あ
る
。
こ
れ
か
ら
考
え
る
と
や
は
り
、
色
に
よ
る
分
類
も
結
局
は
同
種
の

木
で
、
そ
の
箇
体
差
に
よ
る
皮
の
色
に
違
い
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
名
称
の
違

い
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
王
佐
格
の
『
古
要
論
』
に
は

　
　
紫
檀
諸
漢
胴
出
之
性
堅
新
者
色
紫
有
蟹
爪
文
新
者
以
水
浸
之
可
染
物

　
　
紫
檀
は
諸
ミ
の
漢
胴
、
之
を
出
す
。
性
堅
く
新
し
き
者
は
、
色
紫
に
し
て
蟹
の
爪

　
　
の
文
有
り
。
新
し
き
者
は
、
水
を
以
て
之
を
浸
せ
ば
物
を
染
め
る
可
し
。

　
と
あ
っ
て
、
「
皮
腐
而
色
紫
者
爲
紫
檀
」
と
い
う
香
譜
の
記
述
と
は
反
対
に

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
恐
ら
く
当
時
の
漢
民
族
が
実
際
に
族
檀
の
原
木
を
見
る

機
会
が
殆
ん
ど
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
く
る
認
識
の
混
乱
を
よ
く
表
わ
し
て
い

る
。　

檀
香
は
多
く
香
材
と
し
て
用
い
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
洪
甥
の
『
香
譜
』
に

は
、
檀
香
、
白
檀
香
と
い
う
二
種
類
の
香
名
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、

(続)中国古文献に見える沈香について(下)--その木と名称--
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「
唐
化
度
寺
牙
香
法
」
、
「
延
安
郡
公
蘂
香
法
」
、
「
牙
香
法
」
、
「
又
牙
香
法
」
、
「
印

香
法
」
な
ど
に
は
白
檀
香
が
用
い
ら
れ
、
「
蜀
王
薫
御
衣
法
」
、
「
供
佛
漏
香
法
」

「
牙
香
法
」
の
二
種
、
「
印
香
法
」
の
一
種
、
「
梅
花
香
法
」
「
衣
香
法
」
「
毬
子

香
法
」
な
ど
で
は
檀
香
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
場
合
の
白
檀
香
と
い
い
、

檀
香
と
い
う
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
に
違
う
の
か
は
は
っ
き
り
し
な
い
。
．
し

か
し
『
本
章
・
集
解
』
の
、
「
白
檀
尤
良
」
や
「
皮
潔
而
色
白
者
爲
自
檀
、
皮

腐
而
色
紫
者
爲
紫
檀
」
と
い
う
よ
う
な
記
述
か
ら
み
て
、
白
檀
は
上
物
で
、
紫

檀
香
は
グ
レ
ー
ド
の
よ
り
落
ち
る
も
の
を
言
う
の
で
も
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

黄
檀
香
に
つ
い
て
の
記
述
は
あ
ま
り
見
当
ら
な
い
が
、
明
の
『
屠
隆
考
薬
鎗

事
』
に
、
「
黄
檀
香
」
と
し
て
、

　
　
黄
檀
者
佳
茶
浸
妙
黄
去
腹

　
　
黄
檀
な
る
者
は
、
佳
茶
に
妙
黄
を
浸
せ
ば
、
腰
を
去
る
。

　
と
あ
り
、
あ
ま
り
重
要
な
香
材
と
し
て
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ

れ
る
。

　
ま
た
檀
香
に
は
、
例
は
極
め
て
少
い
が
、
他
の
香
材
と
同
様
薬
材
と
し
て
も

用
い
ら
れ
て
い
た
。
『
雑
勘
文
』
に
は
、

　
　
恵
苑
云
旋
檀
唐
云
與
樂
謂
白
能
治
熱
赤
能
治
風
故
云
與
築
也

　
　
恵
苑
云
く
、
旋
檀
は
唐
に
與
樂
と
云
う
。
白
は
能
く
熱
を
治
し
、
赤
は
能
く
風
を

　
治
す
と
謂
う
。
散
に
與
樂
と
云
う
な
り
。

　
と
あ
る
。
可
成
り
大
雑
把
な
効
能
で
あ
る
。
ま
た
『
華
嚴
経
』
に
は
、

　
　
以
白
旋
檀
塗
身
能
除
一
切
煩
脳
得
清
涼

　
　
白
旋
檀
を
以
て
身
に
塗
す
れ
ぱ
能
く
一
切
の
煩
悩
を
除
き
、
清
涼
を
得
。

　
と
あ
る
』
こ
れ
な
ど
は
『
載
砥
経
灌
頂
悉
地
晶
』
に
、

　
　
　
　
（
続
）
中
国
古
文
献
に
見
え
る
沈
香
に
つ
い
て
（
下
）
■

　
　
黄
檀
常
護
摩
五
部
四
接
等
菩
薩
爲
使
者
順
意
皆
能
辮

　
　
　
黄
檀
は
常
に
五
都
四
接
等
の
菩
薩
を
護
摩
し
、
使
者
と
爲
り
て
意
に
順
い
皆
能
く

　
　
辮
ず
。

　
と
あ
る
の
と
通
じ
る
も
の
が
あ
り
、
仏
教
と
旋
檀
と
の
結
び
つ
き
は
非
常
に

強
い
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
解
る
。
そ
れ
は
仏
像
が
多
く
旋
檀
を
材
と
し

て
彫
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
に
も
起
因
し
て
い
よ
う
。
そ
し
て
更
に
こ
れ
は
旛
檀

の
産
地
と
そ
の
中
国
へ
の
将
来
の
ル
ー
ト
が
仏
教
の
そ
れ
と
一
致
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
に
も
よ
る
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
『
華
巖
経
』
は
更
に
旋
檀
に
つ

い
て
、

　
　
出
離
垢
山
若
用
塗
身
火
不
能
焼
也

　
　
　
離
垢
山
に
出
ず
。
若
し
用
て
身
に
塗
せ
ば
火
も
焼
く
能
は
ざ
る
な
り
。

　
と
あ
る
。
洪
揚
の
『
香
譜
』
に
、
「
牛
頭
旋
檀
從
離
垢
出
若
以
塗
身
火
不
能

焼
出
華
嚴
教
」
と
い
う
の
は
こ
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
『
太

平
御
覧
・
香
部
』
所
引
の
『
杜
賓
大
業
録
』
に
、

　
　
陪
有
壽
輝
師
妙
蟹
術
作
五
香
飲
濟
人
況
香
飲
檀
香
飲
丁
香
飲
澤
蘭
飲
甘
松

　
飲
皆
以
香
爲
主
更
加
別
薬
有
味
而
止
渇
兼
補
益
人
也

　
　
陪
に
壽
輝
師
有
り
。
蟹
術
に
妙
な
り
。
五
香
飲
を
作
り
て
人
を
濟
う
。
況
香
飲
、

　
　
檀
香
飲
、
」
丁
香
飲
、
澤
蘭
飲
、
甘
松
飲
、
皆
香
を
以
て
主
と
爲
し
、
更
に
別
藥
を
加

　
　
う
。
味
有
り
て
渇
を
止
め
、
粂
ね
て
人
を
補
盆
す
る
な
り
。

　
と
あ
る
が
こ
れ
も
薬
効
は
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
。
今
謂
う
所
の
清
涼
飲
料

の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
気
分
的
に
爽
快
さ
を
与
え
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ

う
い
う
意
味
で
は
、
『
本
草
』
で
李
時
珍
が

　
道
書
檀
香
謂
之
浴
香

　
　
道
書
に
、
檀
香
は
之
を
浴
香
と
謂
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九

(続)中国古文献に見える沈香について(下)--その木と名称--
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阪
南
論
集
　
人
文
・
自
然
科
学
編
　
第
二
十
四
巻
第
三
号

　
と
い
っ
て
い
る
よ
う
に
、
道
家
道
教
人
士
■
の
間
で
は
、
檀
香
の
湯
に
身
を
浸

す
こ
と
は
、
そ
の
身
を
浄
め
、
仏
界
に
近
づ
く
為
の
一
つ
の
手
段
と
考
え
ら
れ

て
い
た
ら
し
い
こ
と
と
軌
を
同
じ
く
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
檀
香
の
薬
効
と
し
て
の
本
格
的
な
記
述
は
や
は
り
『
本
草
綱
目
』
で
あ
る
。

そ
の
「
白
旋
檀
・
主
治
」
に
、

　
　
消
風
熱
腫
毒
治
中
悪
鬼
氣
殺
墨
煎
服
止
心
腹
痛
雷
鼠
賢
氣
痛
水
磨
塗
外
賢

　
井
腰
賢
痛
虚
散
冷
氣
引
胃
氣
上
升
進
飲
食
陰
隔
吐
食
又
面
生
黒
子
毎
夜
以
漿

　
洗
拭
令
赤
磨
汁
塗
之
甚
良

　
　
　
風
熱
、
腫
毒
を
消
し
、
悪
鬼
の
氣
を
治
中
し
、
虫
を
殺
す
。
煎
じ
て
服
せ
ば
、
心

　
　
腹
の
痛
、
雷
乱
、
賢
氣
の
痛
を
止
む
。
水
に
磨
り
て
、
外
賢
、
丼
せ
て
腰
賢
の
痛
虜

　
　
に
塗
す
れ
ぱ
、
冷
氣
を
散
じ
し
め
、
胃
氣
を
引
き
て
上
升
せ
し
め
、
飲
食
を
進
ま
し

　
　
め
、
吐
食
を
嗜
隔
せ
し
む
。
又
面
に
黒
子
生
ず
れ
ば
、
毎
夜
漿
水
を
以
て
洗
ひ
拭
ひ

　
　
て
赤
か
ら
し
め
、
汁
に
麿
り
て
之
に
塗
す
れ
ば
甚
だ
良
し
。

■
と
あ
る
。
こ
れ
も
甚
だ
精
神
的
な
効
能
で
、
飲
用
し
た
り
、
患
部
に
塗
っ
た

り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
気
分
的
に
楽
に
な
る
と
い
っ
て
お
り
、
前
掲
の
寿
揮

師
の
五
香
飲
と
何
等
変
る
所
は
な
い
。
ま
た
李
時
珍
は
「
紫
檀
」
の
項
の
「
主

治
」
に
、

　
　
摩
塗
悪
毒
風
毒
刮
末
博
金
瘡
止
血
止
痛
療
淋
酷
磨
博
一
切
卒
腫

　
　
　
悪
毒
、
風
毒
に
摩
り
塗
り
、
末
に
刮
り
て
金
瘡
に
傳
せ
ぱ
、
血
を
止
め
、
痛
を
止

　
　
め
、
淋
を
療
す
。
酸
に
磨
し
て
一
切
に
榑
せ
ば
腫
を
卒
せ
し
む
。

　
と
す
る
。
以
上
は
弘
景
、
蔵
器
な
ど
先
入
の
主
治
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る

が
、
あ
ま
り
は
っ
き
り
と
し
た
薬
効
は
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
同
じ
く
李
時
珍

は
「
発
明
」
の
頃
に
、

　
　
白
檀
辛
温
氣
分
之
薬
也
故
能
理
衛
氣
而
調
膵
肺
利
胸
隔
紫
檀
威
寒
血
分
之

一
〇

　
薬
也
故
能
和
管
氣
而
消
腫
毒
治
金
瘡

　
　
　
白
檀
は
辛
に
し
て
温
。
氣
分
の
薬
な
り
。
故
に
能
く
衛
氣
を
理
え
て
膵
肺
を
調
．

　
　
し
、
胸
隔
を
利
す
。
紫
檀
は
威
に
し
て
寒
。
血
分
の
藥
な
り
。
故
に
能
く
警
氣
を
和

　
　
し
腫
毒
を
消
し
、
金
瘡
を
治
す
。

　
と
す
る
が
、
こ
れ
も
も
と
よ
り
極
め
て
抽
象
的
な
効
力
を
掲
げ
る
に
と
ど
め

て
い
る
。

　
檀
香
は
、
い
ま
ま
で
の
文
献
の
記
述
に
、
沈
香
の
よ
う
に
「
焼
」
に
よ
っ
て

処
理
す
る
と
い
う
事
は
全
く
な
か
っ
た
。
大
谷
光
瑞
が
そ
の
著
書
、
『
濯
足
堂

漫
筆
』
の
中
で
言
う
よ
う
に
、

　
　
　
蓋
し
沈
香
は
之
を
燃
焼
し
て
香
気
始
め
て
高
し
。
燃
焼
せ
ざ
れ
ば
香
な
き
に
あ
ら

　
　
ざ
る
も
、
著
し
か
ら
ず
。
栴
檀
は
之
を
燃
焼
せ
ざ
る
と
も
香
気
遠
く
及
ぷ
。

　
の
で
あ
る
。
燃
焼
せ
ず
し
て
そ
の
香
を
常
に
発
散
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
は
、

焼
、
煮
な
ど
の
火
に
よ
る
熱
処
理
に
よ
っ
て
そ
の
エ
キ
ス
を
抽
出
す
る
機
会
を

与
え
ら
れ
な
い
か
、
或
い
は
エ
キ
ス
と
し
て
の
凝
結
を
分
離
し
難
い
と
い
う
こ

と
を
意
味
し
て
い
よ
う
。
故
に
薬
と
し
て
は
エ
キ
ス
で
は
な
く
、
全
体
に
幣
薄

に
散
在
す
る
原
物
そ
の
も
の
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
そ
の
効
も
あ

ま
り
高
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
更
に
何
よ
り
も
旋
檀
が
、
そ
の

ま
ま
で
雅
や
か
で
強
烈
な
芳
香
を
放
つ
も
の
な
ら
ば
、
そ
の
ま
ま
の
芳
香
を
、

そ
の
ま
ま
に
利
用
す
る
と
い
う
方
が
自
然
で
、
そ
れ
を
芳
香
の
消
減
す
る
か
の

如
き
方
法
で
エ
キ
ス
を
抽
出
す
る
と
い
う
手
間
は
と
ら
れ
な
か
っ
た
の
も
当
然

で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
総
じ
て
檀
香
は
薬
材
と
し
て
は
あ
ま
り
強
力
な
効

果
を
期
待
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
旋
檀
は
『
本
草
・
集
解
』
に
、

(続)中国古文献に見える沈香について(下)--その木と名称--
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江
潅
河
朔
所
生
檀
木
帥
其
類
但
不
香
爾

　
　
　
江
潅
の
河
、
朔
る
所
に
檀
木
生
う
。
即
ち
其
の
類
な
り
。
．
但
し
香
せ
ず
。

　
と
あ
る
か
ら
江
准
の
地
に
は
族
檀
に
類
す
る
木
が
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
香
り

が
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
ど
う
も
沿
海
州
か
ら
中
原
の
地
に
か
け
て
の
古
来

伝
統
的
な
漢
族
の
地
に
は
芳
香
溶
れ
る
所
謂
旋
檀
の
木
は
存
在
し
な
か
っ
た
よ

う
で
あ
る
。
旋
檀
が
南
方
の
産
物
で
あ
る
ら
し
い
こ
と
は
『
宋
史
・
地
理
志
』

に
、　

　
廣
州
都
督
府
南
海
郡
清
海
軍
櫛
度
貢
胡
淑
石
髪
糖
霜
檀
香
肉
豆
麓
丁
香
母

　
子
零
陵
香
補
骨
脂
舶
上
薗
香
波
薬
没
石
子

　
　
　
廣
州
の
都
督
付
、
南
海
郡
清
海
軍
の
節
度
、
胡
淑
、
石
髪
、
糖
霜
、
檀
香
、
肉
豆

　
　
藩
、
丁
香
、
母
子
、
零
陵
香
、
補
骨
指
、
舶
上
箇
番
、
没
薬
、
没
石
子
を
貢
ぐ
。

　
と
あ
る
所
か
ら
も
理
解
出
来
る
。
ま
た
景
目
書
・
穆
帝
紀
』
に
、

　
　
升
平
元
年
挟
南
天
竺
献
旋
檀
馴
象

　
　
升
平
元
年
、
扶
南
天
竺
、
施
檀
、
馴
象
を
厳
ず
。

　
と
あ
る
か
ら
、
族
檀
は
扶
南
以
南
、
天
竺
に
か
け
て
が
そ
の
産
地
で
あ
る
ら

し
い
。
ま
た
『
唐
書
・
西
域
伝
』
に
も
、

　
　
天
竺
國
以
貝
歯
爲
貨
有
金
剛
旋
檀
欝
金
與
大
秦
扶
南
交
阯
貿
易

　
　
天
竺
國
は
、
貝
歯
を
以
て
貨
と
爲
し
、
金
剛
、
施
檀
、
饗
金
有
り
て
、
大
秦
、
扶

　
　
南
、
交
阯
と
貿
易
す
。

　
と
あ
る
。
こ
れ
で
み
る
と
旋
檀
の
原
産
の
地
は
や
は
り
天
竺
で
、
扶
南
は
そ

の
貿
易
中
継
の
地
で
あ
っ
た
ら
し
い
こ
と
が
解
る
。
ま
た
『
唐
書
・
南
蟹
傳
』

に
、　

　
単
箪
國
木
多
白
檀
。

　
　
　
　
（
続
）
中
国
古
文
献
に
見
え
る
沈
香
に
つ
い
て
（
下
）

　
　
　
　
軍
軍
國
の
木
は
多
く
白
檀
な
り
。

　
と
あ
る
。
「
軍
軍
」
と
い
う
の
は
南
轡
の
國
名
で
、
同
じ
く
『
唐
書
・
南
軍

伝
－
に
、

　
　
軍
軍
在
振
州
東
南
多
羅
磨
之
西

　
　
　
軍
軍
は
、
振
州
の
東
南
、
多
羅
磨
の
西
に
在
り
。

　
と
あ
る
が
、
振
州
は
現
在
の
海
南
島
の
西
南
端
で
あ
る
。
よ
っ
て
そ
の
産
地

は
天
竺
、
即
ち
印
度
か
ら
ビ
ル
マ
、
タ
イ
を
経
て
、
扶
南
、
即
ち
ベ
ト
ナ
ム
ヘ

か
け
て
の
一
帯
で
あ
っ
た
こ
と
が
解
る
。
よ
っ
て
『
本
草
綱
目
・
集
解
－
に

も
、　

　
按
大
明
一
統
志
云
檀
香
出
廣
東
雲
南
及
占
城
眞
臓
爪
畦
渤
泥
邊
遷
三
佛
齋

　
回
回
等
國
今
嶺
南
諸
地
亦
皆
有
之
樹
葉
皆
似
葱
枝
皮
青
色
而
滑
澤

　
　
　
大
明
一
統
志
を
按
ず
る
に
、
云
く
、
檀
香
は
、
廣
東
、
雲
南
及
び
占
城
、
眞
臓
、

　
　
瓜
畦
、
渤
泥
。
邊
遜
、
三
佛
齊
、
回
回
等
の
國
に
有
り
。
今
嶺
南
諸
地
、
亦
た
皆
こ

　
　
れ
有
り
。
樹
葉
は
皆
葱
枝
に
似
て
、
皮
は
脊
色
に
し
て
滑
澤
あ
り
。

　
と
あ
る
の
と
一
致
す
る
。
し
か
し
ま
た
一
方
で
、
同
じ
く
『
本
草
綱
目
・
集

解
』
は
、

　
　
恭
日
紫
眞
檀
出
昆
命
盤
盤
國
難
不
生
中
華
人
間
遍
有
之

　
　
　
恭
日
く
、
紫
眞
檀
は
昆
命
、
盤
盤
國
に
出
ず
。
中
華
に
生
ぜ
ず
と
離
ど
も
人
間
に

　
　
遍
く
こ
れ
有
り
。

　
と
書
き
、
紫
檀
の
木
は
、
盤
盤
国
は
と
も
か
く
、
西
方
の
昆
命
に
も
産
す
と

し
て
い
る
。
以
上
か
ら
み
る
と
結
局
旋
檀
、
白
檀
、
或
い
は
檀
香
と
呼
ば
れ
る

も
の
は
、
当
時
の
認
識
と
し
て
、
華
夏
の
地
に
は
産
せ
ず
、
ア
ジ
ア
大
陸
を
取

ま
く
よ
う
な
形
で
天
竺
か
ら
広
東
に
到
る
南
方
、
及
ぴ
天
竺
か
ら
更
に
山
脈
を

超
え
て
北
方
の
、
中
国
の
地
か
ら
見
れ
ば
所
謂
の
西
域
に
か
け
て
の
地
に
産

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
．
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し
、
■
そ
れ
等
が
時
に
海
路
を
経
て
、
時
に
陸
路
を
経
て
漢
地
に
も
た
ら
れ
も
の

と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
　
四
、
況
香
と
柾
香
の
混
同

　
　
扱
て
、
こ
こ
で
再
び
況
香
に
つ
い
て
考
え
て
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
前
稿

　
で
記
し
た
如
く
、
大
谷
光
瑞
は
『
濯
足
堂
漫
筆
』
の
中
で
、
「
（
況
香
の
木
）
は

百
尺
に
達
す
る
常
緑
喬
木
な
り
。
樹
身
は
白
色
軽
羅
に
し
て
、
毫
も
香
氣
な

　
く
、
既
に
要
材
に
あ
ら
ず
、
殆
ん
ど
薪
材
の
用
だ
も
爲
さ
ず
。
」
と
述
べ
て
い

　
る
が
、
に
も
拘
ら
ず
、
『
事
文
類
聚
績
集
』
に
は
、
唐
の
敬
宗
の
時
、
波
斯
が

．
沈
香
亭
子
を
作
る
爲
の
材
を
進
っ
た
と
い
う
記
事
が
あ
る
。
況
香
亭
子
と
い
う

　
の
が
如
何
な
る
も
の
か
詳
か
で
は
な
い
が
、
そ
の
材
と
い
う
の
は
他
の
建
築
用

材
と
何
等
変
る
所
の
な
い
普
通
の
材
で
、
あ
る
部
分
の
み
極
く
一
部
に
沈
香
木

を
使
っ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
よ
う
な
類
の
も
の
で
あ
れ
ば
、
何
も
わ
ざ

わ
ざ
波
斯
が
そ
れ
を
進
る
こ
と
も
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
こ
れ
は
や
は
り

亭
全
体
を
作
る
為
の
況
香
の
木
に
よ
る
材
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
。
そ
う

す
る
と
光
瑞
い
う
所
の
、
「
既
に
要
材
に
あ
ら
ず
、
殆
ん
ど
薪
材
の
用
だ
も
為

さ
ず
」
と
は
全
く
相
い
容
れ
ぬ
。
矛
盾
す
る
。
そ
こ
で
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、

恐
ら
く
こ
の
波
斯
が
進
っ
た
況
香
亭
子
の
材
は
、
実
は
況
香
の
木
に
よ
る
材
で

は
な
く
、
族
檀
に
よ
る
材
で
は
な
い
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
何
故
な
ら
当

時
の
香
木
で
あ
り
な
が
ら
建
築
用
材
と
も
な
り
得
る
も
の
は
旋
檀
し
か
考
え
ら

れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
う
考
え
る
と
、
『
天
賓
遺
事
』
に
あ
る
、
況
香
を
以

　
っ
て
閣
を
作
っ
た
り
、
『
異
宛
』
に
登
場
す
る
八
尺
の
況
香
の
板
床
の
存
在
が

は
じ
め
て
理
解
出
来
る
。
つ
ま
り
こ
れ
等
も
み
な
本
当
は
況
香
で
は
な
く
旋
檀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一

な
の
で
あ
る
。
即
ち
況
香
と
旋
檀
が
混
同
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
更
に
況
香

は
、
『
國
吏
纂
異
』
に
い
う
よ
う
に
、
「
（
況
香
の
木
は
）
そ
の
生
な
る
者
は
香

無
く
、
唯
だ
朽
す
る
者
に
し
て
始
め
て
香
り
す
」
で
あ
り
、
し
か
も
光
瑞
か
示

摘
す
る
よ
う
に
、
「
況
香
は
、
之
を
燃
焼
し
て
香
気
始
め
て
高
し
」
で
あ
る
か

ら
、
た
と
え
香
部
を
含
ん
だ
況
香
の
木
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
を
建
築
の
材
料
と

し
て
用
い
る
こ
と
は
殆
ん
ど
意
味
が
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
の
点
か
ら
も
建
築

用
材
に
当
て
ら
れ
た
も
の
は
実
は
況
香
の
木
で
は
な
く
、
光
端
が
「
燃
焼
せ
ざ

る
も
香
氣
遠
ぐ
及
ぷ
」
と
こ
ろ
の
旗
檀
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
推
察
さ
れ

」
る
o

　
況
香
、
．
檀
香
が
混
同
さ
れ
る
原
因
は
い
く
つ
か
挙
げ
る
こ
と
が
出
来
る
。
ま

ず
第
一
に
、
今
ま
で
已
に
述
■
ぺ
て
来
た
こ
と
が
あ
る
が
、
両
者
そ
れ
ぞ
れ
香
の

引
き
出
し
方
は
異
る
も
の
の
と
も
に
香
材
と
し
て
重
ん
じ
ら
れ
て
来
た
。
第
二

に
、
両
者
と
も
草
本
で
は
な
く
原
木
は
巨
木
で
あ
る
。
そ
し
て
第
三
に
は
、
両

者
と
も
産
出
地
は
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
天
竺
に
か
け
て
の
南
方
で
あ
る
点
で
あ
ろ

う
。
例
え
ば
『
梁
書
』
に
、
況
香
は
林
邑
国
に
産
す
る
と
あ
る
が
、
林
邑
は
占

婆
、
或
い
は
占
城
の
こ
と
で
現
在
の
ベ
ト
ナ
ム
北
部
の
沿
海
地
方
に
当
る
所
で

あ
る
。
ま
た
『
古
今
図
集
成
』
に
引
か
れ
た
『
蘇
類
』
に
は
、
況
香
は
南
海
の

諸
国
、
及
び
交
、
広
、
崖
州
に
産
出
す
る
と
か
か
れ
て
い
る
。
こ
の
交
州
と
い

う
の
は
晴
の
時
代
は
交
阯
と
も
呼
ば
れ
現
在
の
ベ
ト
ナ
ム
北
部
ハ
ノ
イ
附
近
で

あ
る
。
広
州
は
現
在
の
広
東
省
の
省
都
、
崖
州
は
梁
の
時
代
に
置
か
れ
た
州
の

名
で
海
南
島
の
北
東
端
に
当
る
。
そ
れ
に
況
香
の
産
地
と
し
て
よ
く
文
献
に
出

て
来
る
日
南
、
或
い
は
日
南
郡
と
い
う
の
は
現
在
の
中
部
ベ
ト
ナ
ム
に
当
る
。

　
一
方
檀
香
の
方
も
、
『
宋
史
・
地
理
志
』
に
、
広
州
都
督
府
、
南
海
郡
清
海
軍
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の
節
度
が
檀
香
を
貢
い
だ
と
あ
る
か
ら
こ
ち
ら
も
広
州
あ
た
り
に
し
て
手
に
入

れ
る
こ
と
の
出
来
る
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
尤
も
『
普
書
・
穆
帝
紀
』

に
は
扶
南
天
竺
が
旋
檀
と
献
じ
た
と
あ
る
か
ら
原
産
地
は
天
竺
、
即
ち
イ
ン
ド

で
、
そ
れ
が
扶
南
、
即
ち
ベ
ト
ナ
ム
南
部
を
経
由
し
て
広
州
に
持
ち
込
ま
れ
た

と
い
う
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
『
唐
書
・
西
域
伝
』
の
、

天
竺
國
は
旋
檀
を
介
し
て
大
秦
、
扶
南
、
交
阯
と
貿
易
を
し
て
い
た
と
い
う
記

述
は
そ
の
事
実
を
立
証
す
る
も
の
で
あ
・
る
。
同
じ
く
『
盾
書
・
南
蟹
傳
』
の
箪

箪
国
に
は
白
檀
の
木
が
多
い
と
い
う
記
事
は
、
単
々
が
振
州
、
即
ち
海
南
島
西

南
部
の
港
町
に
近
い
所
で
あ
る
と
い
う
所
か
ら
、
こ
の
単
軍
も
或
い
は
檀
香
の

イ
ン
ド
か
ら
の
中
継
地
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
海
南
■

島
の
振
州
か
ら
丁
度
対
角
に
当
る
東
北
に
況
香
が
産
出
す
る
と
い
う
崖
州
が
あ

る
の
で
あ
る
。
崖
州
が
果
し
て
況
香
の
原
産
の
地
で
あ
る
の
か
、
或
い
は
こ
れ

ま
た
檀
香
の
場
合
に
考
え
ら
れ
た
よ
う
に
一
中
継
の
地
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
か

は
定
か
で
は
な
い
が
、
況
香
と
極
め
て
深
い
関
わ
り
を
持
つ
地
の
ご
く
近
く
に

檀
香
と
深
く
関
わ
り
の
あ
る
地
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
さ
き
に
揚
げ

た
『
本
草
綱
目
・
集
会
」
に
引
か
れ
た
『
明
一
統
志
』
の
、
檀
香
は
広
東
、
雲

南
、
占
城
、
真
騰
、
爪
畦
、
渤
泥
、
邊
遜
、
三
佛
奔
、
回
回
な
ど
の
国
で
産
出

さ
れ
る
と
い
う
記
述
の
う
ち
、
真
臓
は
ベ
ト
ナ
ム
中
部
、
渤
泥
は
、
『
宗
史
・

外
國
俺
』
に
、

　
　
渤
泥
國
在
西
南
太
海
中
太
平
興
國
二
年
遣
使
表
貢

　
　
渤
泥
國
は
西
南
の
大
海
の
中
に
在
り
。
太
平
興
國
二
年
、
使
を
遣
わ
し
て
表
貢

　
　
す
。

　
と
あ
る
国
で
、
現
在
の
西
沙
諸
島
か
ヒ
リ
ピ
ン
群
島
の
一
つ
か
も
し
れ
な

　
　
　
　
（
続
）
中
国
古
文
献
に
見
え
る
沈
香
に
つ
い
て
（
下
）

い
。
ま
た
三
佛
齋
と
い
う
の
は
、
『
宋
史
・
外
國
』
に
コ
ニ
佛
齊
傳
」
が
あ
り
、

　
　
三
佛
齊
國
蓋
南
轡
之
別
種
與
占
城
爲
鄭
居
眞
臓
闇
婆
之
間

　
　
　
三
佛
奔
國
は
蓋
し
南
蟹
の
別
種
な
り
。
占
城
と
鄭
居
を
爲
す
。
真
臓
、
闇
婆
之
間

　
　
に
あ
り
。

　
と
す
る
。
ま
た
爪
畦
は
、
『
元
史
』
に
、
「
瓜
畦
樽
」
と
し
て
載
す
も
の
で
、

マ
レ
ー
諸
島
の
一
つ
と
さ
れ
る
。
ま
た
邊
遷
と
い
う
の
は
『
宋
史
・
陳
宜
中
列

傳
』
、
『
元
史
』
な
ど
に
そ
の
記
載
を
見
る
こ
と
の
出
来
る
国
で
現
在
の
タ
イ
で

あ
る
。
回
回
に
つ
い
て
は
、
『
正
字
通
』
に
、

　
　
回
回
回
國
名
西
域
大
食
國
種
也
陳
晴
間
入
中
國
明
丘
溶
日
國
在
玉
門
開
外

　
萬
里
其
俗
祀
天
不
爲
像
航
海
至
廣
州
者
始
干
其
地
創
寺
薩
拝
金
元
以
後
蔓
延

　
中
國

　
　
　
回
、
回
回
は
國
名
な
り
。
西
域
の
大
食
國
の
種
な
り
。
陳
と
晴
の
間
に
中
國
に
入

　
　
る
。
明
の
丘
溝
日
く
、
國
は
玉
門
關
の
外
萬
里
に
在
り
。
其
の
俗
は
天
を
祀
り
て
、

　
　
像
を
爲
ら
ず
。
航
海
し
て
廣
州
に
至
る
者
、
其
の
地
に
始
め
て
寺
を
創
り
橦
拝
す
。

　
　
金
元
以
後
中
國
に
蔓
延
す
。

　
と
あ
る
。
回
回
は
西
域
の
国
で
あ
っ
た
が
広
州
に
海
路
も
拓
い
て
い
た
よ
う

で
あ
る
『
明
一
統
志
』
の
檀
香
の
産
地
に
は
天
竺
、
即
ち
印
度
が
入
っ
て
い
な

い
が
、
回
回
の
中
に
組
み
入
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
因
み
に
大

谷
光
瑞
は
『
濯
足
堂
漫
筆
』
で
、
族
檀
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

　
　
印
度
に
於
け
る
各
種
の
香
料
申
、
栴
檀
を
最
も
貴
ぷ
、
殆
ん
ど
之
を
以
っ
て
香
料

　
　
の
代
表
と
な
せ
り
。

　
　
此
樹
は
、
印
度
半
島
の
爾
量
少
き
丘
陵
地
に
多
く
産
し
、
マ
イ
ソ
ル
王
国
領
最
も

　
　
名
あ
り
。

　
　
　
マ
イ
ソ
ル
王
国
領
は
、
一
般
に
二
干
尺
前
後
の
高
原
に
し
て
、
西
方
に
西
ガ
ー
ド

　
　
山
脈
の
高
壁
を
為
し
、
雨
を
障
ふ
る
を
以
て
、
雨
量
も
甚
し
か
ら
ず
。
此
樹
の
産
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
二
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適
せ
り
。

　
　
南
洋
諸
島
産
せ
ざ
る
に
あ
ら
ざ
る
も
、
晶
質
印
度
産
に
遠
く
及
ぱ
ず
。

　
こ
の
記
述
の
中
で
マ
イ
ソ
ル
王
国
領
と
い
う
の
が
今
の
何
慮
に
当
る
の
か
は

っ
き
り
し
な
い
が
、
当
時
の
印
度
半
島
諸
国
の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
は
う
た
が

い
な
い
。
印
度
は
旋
檀
・
檀
香
の
こ
れ
程
最
も
重
要
な
産
地
で
あ
っ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
『
明
一
統
志
』
は
何
故
そ
れ
を
入
れ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ

れ
は
や
は
り
、
「
晶
質
印
度
に
遠
く
及
ば
な
い
」
か
、
南
洋
諸
島
産
の
も
の
が

印
度
産
を
抑
え
て
よ
り
多
く
漢
地
に
も
た
ら
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ

う
。
こ
う
し
た
現
象
と
い
ま
ま
で
記
述
さ
れ
て
き
た
こ
と
と
を
合
わ
せ
考
え
て

み
る
と
、
六
朝
や
晴
唐
は
明
か
ら
は
可
成
り
さ
か
の
ぽ
る
の
で
は
あ
る
が
、
六

朝
陪
唐
の
漢
人
達
は
、
檀
香
に
つ
い
て
も
況
香
と
同
じ
よ
う
に
そ
の
産
す
る
所

は
印
度
抜
き
で
東
南
ア
ジ
ア
南
洋
諸
島
あ
た
り
と
い
う
慶
昧
な
把
握
し
か
し
て

な
か
っ
た
可
能
性
も
な
い
と
は
言
え
な
い
。
こ
ん
な
所
に
も
、
況
香
と
檀
香
の

香
木
そ
れ
自
身
に
つ
い
て
の
認
識
の
混
同
が
起
る
原
因
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。

　
更
に
況
香
は
仏
教
か
漢
土
に
入
り
定
着
す
る
に
し
た
が
っ
て
仏
教
儀
礼
の
内

に
と
り
入
れ
ら
れ
て
、
仏
教
的
荘
厳
さ
の
演
出
に
大
き
な
役
割
り
を
果
す
こ
と

に
な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
が
、
一
方
で
旋
檀
は
、
印
度
か
ら
仏
教
伝
来
の
道
筋

を
辿
り
な
が
ら
仏
具
仏
像
と
い
う
形
を
と
り
な
が
ら
、
西
域
産
の
旛
檀
を
も
拾

い
上
げ
つ
つ
陸
路
漢
士
へ
入
っ
て
き
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
文
字
通
り
、

旋
檀
と
況
香
は
そ
の
荷
な
わ
さ
れ
た
役
割
に
多
少
の
違
い
は
あ
っ
た
も
の
の
仏

前
で
混
然
と
し
て
一
体
化
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
も
況
香
と
旋
檀
の
同

一
さ
れ
混
同
さ
れ
る
原
因
の
一
つ
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四

　
そ
れ
か
ら
更
に
紬
い
こ
と
を
つ
け
加
え
る
な
ら
ば
、
況
香
も
檀
香
も
、
他
の

草
類
、
獣
類
な
ど
か
ら
取
ら
れ
た
香
と
異
っ
て
、
あ
ま
り
効
力
あ
る
薬
剤
と
し

て
は
期
待
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
点
も
両
者
共
通
し
て
い
る
。
況
香
、
檀

香
は
専
ら
芳
香
を
供
す
る
為
の
も
の
と
し
て
二
者
一
体
と
な
っ
て
、
香
の
う
ち

で
は
孤
高
の
存
在
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
そ
の
孤
高
に
も
序
列
と
い
っ
た
よ
う
な
も
の
が
な
か
っ
た
訳
で
は
な

い
。
今
ま
で
挙
げ
て
き
た
文
章
で
も
よ
く
見
る
と
、
檀
香
と
あ
る
べ
き
も
の
を

混
同
し
て
況
香
と
呼
び
な
し
て
い
る
と
い
う
例
は
多
く
あ
る
が
、
反
対
に
況
香

と
あ
る
べ
き
も
の
を
混
同
の
結
果
檀
香
と
呼
ん
で
い
る
と
い
う
例
は
全
く
な
か

っ
た
。
そ
れ
は
香
そ
の
も
の
と
し
て
は
檀
香
よ
り
況
香
の
方
が
格
が
上
で
あ
っ

た
為
に
、
グ
レ
ー
ド
の
低
い
檀
香
を
よ
り
高
級
な
も
の
と
の
イ
メ
ー
ジ
で
表
現

し
よ
う
と
し
た
た
め
に
起
っ
た
現
象
で
あ
ろ
う
。
六
朝
以
降
は
、
所
謂
香
は
香

櫨
の
中
で
焼
い
て
そ
れ
を
聞
く
と
い
う
、
鑑
賞
、
趣
味
の
領
域
で
の
活
用
が
盛

ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
場
合
は
や
は
り
本
来
燃
焼
し
て
の
み
香
を

出
す
況
香
が
そ
の
主
た
る
位
置
を
占
め
、
焼
く
こ
と
な
く
し
て
常
に
香
を
出
し

続
け
る
檀
香
は
そ
の
補
助
的
な
役
割
に
と
ど
ま
る
と
い
う
こ
と
は
肯
づ
け
る
。

そ
れ
が
況
香
と
檀
香
の
地
位
を
決
定
的
な
も
の
に
し
た
は
づ
で
あ
る
。
更
に
況

香
は
、
光
瑞
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
「
蓋
し
樹
の
病
よ
り
生
ず
る
偶
然
の
も

の
な
れ
ば
、
全
木
に
一
片
も
発
見
せ
ざ
る
こ
と
稀
な
り
と
せ
ず
」
で
あ
る
か

ら
、
全
木
が
香
木
で
あ
り
、
し
か
も
『
大
般
若
経
・
第
五
百
七
十
』
に
、
「
岸

列
諸
樹
、
自
檀
、
赤
檀
」
と
あ
る
よ
う
に
、
群
生
し
、
そ
れ
だ
け
で
一
つ
の
叢

林
を
つ
く
る
よ
う
な
旋
檀
と
は
自
ず
と
そ
の
稀
少
価
値
は
ち
が
っ
て
こ
よ
う
。

よ
っ
て
檀
香
が
そ
の
名
称
と
し
て
価
値
の
高
い
況
香
に
吸
収
さ
れ
て
し
ま
っ
た

(続)中国古文献に見える沈香について(下)--その木と名称--
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と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。

　
現
実
に
、
檀
香
が
況
香
の
項
目
で
説
明
さ
れ
、
或
い
は
ま
た
、
檀
香
の
名
称

が
流
動
的
で
あ
り
他
の
名
称
で
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
推
察
せ
し
め
る
事
実
を
示
唆
し
て
く
れ
る
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
は
一
九
七
年

に
、
新
華
書
店
北
京
発
行
所
が
発
行
し
、
人
民
衛
生
出
版
が
出
し
た
『
本
草
綱

目
』
で
、
そ
の
檀
香
の
項
の
小
書
き
の
注
「
別
録
下
品
」
に
附
さ
れ
た
校
者
劉

衡
如
の
注
で
あ
る
。

　
　
檀
香
別
最
下
晶
、
按
唐
本
草
、
千
金
翼
及
大
瑚
、
政
和
本
草
木
部
下
晶
中

　
倶
元
「
檀
香
」
、
有
「
紫
眞
檀
」
。
唐
本
草
及
干
金
翼
上
晶
中
況
香
条
倶
元

　
「
檀
香
」
、
有
「
楓
香
」
。
但
二
書
上
晶
中
已
別
有
「
楓
香
脂
」
条
。
又
大
瑚
、

　
政
和
本
草
目
暴
乳
香
条
下
注
云
、
「
已
上
六
（
原
只
五
神
、
瓜
薫
防
分
出
乳

　
香
）
神
、
原
附
況
香
下
、
今
各
分
条
。
」
班
六
神
中
有
「
檀
香
」
、
元
「
楓

　
香
」
。
足
証
唐
本
草
及
千
金
翼
況
香
条
之
「
楓
香
」
、
実
カ
「
檀
香
」
之
誤
。

　
　
　
檀
香
別
録
下
品
は
、
唐
本
草
、
千
金
翼
及
び
大
観
、
政
和
本
草
を
按
ず
る
に
、
木

　
　
部
下
晶
中
に
倶
に
「
檀
香
」
は
無
く
、
「
紫
眞
檀
」
が
有
る
。
唐
本
草
及
び
千
金
翼

　
　
の
上
品
中
の
況
香
の
条
に
倶
に
「
檀
香
」
が
な
く
て
、
「
楓
香
」
が
あ
る
。
但
し
二

　
　
書
の
上
晶
中
に
已
に
別
に
「
楓
香
脂
」
の
条
有
り
。
又
た
大
観
、
政
和
本
草
旦
録
の

　
　
乳
香
の
条
の
下
注
に
、
「
已
上
六
（
原
は
只
だ
五
種
の
み
。
薫
陸
よ
り
乳
香
を
出
ず
）

　
　
種
、
原
は
況
香
の
下
に
附
す
。
今
各
ミ
条
を
分
つ
」
と
云
う
。
六
種
の
中
に
「
檀

　
　
香
」
有
り
、
「
楓
香
」
無
き
を
観
れ
ば
、
唐
本
草
及
び
千
金
翼
の
況
香
の
条
の
「
楓

　
　
香
」
は
実
は
「
檀
香
」
の
誤
爲
る
を
証
す
る
に
足
る
。

　
い
ま
『
重
修
政
和
証
類
本
草
・
巻
十
二
』
に
当
っ
て
み
る
と
、
乳
香
の
条
の

下
注
に
見
え
る
「
巳
上
六
種
」
と
は
薫
陸
香
、
難
舌
香
、
沈
香
、
麿
糖
香
、
檀

香
の
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
檀
香
を
含
む
こ
の
六
種
の
香
は
、
も
と
は
況
香
の

　
　
　
　
（
続
）
申
国
古
文
献
に
見
え
る
沈
香
に
つ
い
て
（
下
）

附
随
物
と
し
て
し
か
認
識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
檀
香
は
風

香
と
呼
ば
れ
て
い
た
時
期
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
こ
う
し
た
檀
香
に
つ
い
て

の
名
称
の
不
安
定
さ
も
や
が
て
は
況
香
の
名
に
収
飲
さ
れ
て
し
ま
う
一
つ
の
要

因
に
な
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
更
に
況
香
と
檀
香
が
混
同
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
実
証
す
る
も
の
は
、
『
日
葡

辞
書
』
の
「
×
Φ
邑
竃
」
の
項
で
あ
る
。

　
　
セ
ン
ダ
ン
（
栴
檀
）
シ
ナ
に
あ
る
匂
い
の
よ
い
木
、
あ
る
人
々
は
こ
れ
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

　
沈
香
で
あ
る
と
言
う
。
ま
た
、
日
本
に
あ
る
み
ず
み
ず
し
い
香
気
の
あ
る
木

　
で
、
良
材
と
な
る
。
（
岩
波
書
店
一
九
八
○
年
『
邦
訳
日
葡
辞
書
』
）

　
こ
れ
は
中
国
の
文
献
で
は
勿
論
な
い
が
、
当
時
日
本
人
の
中
に
旛
檀
を
況
香

と
呼
ぷ
人
々
が
い
た
こ
と
を
如
実
に
示
し
て
い
る
。
何
故
彼
ら
が
檀
香
を
況
香

と
呼
ん
だ
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
や
は
り
両
者
と
も
中
国
か
ら
も
た
ら
さ
れ

た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
中
国
の
地
で
檀
香
を
況
香
と
呼
ぷ
人
に
か
い
た
か
ら
で

あ
ろ
う
こ
と
は
想
象
に
難
く
な
い
。

結
　
　
　
語

　
『
阪
南
論
集
第
二
四
巻
一
号
』
に
掲
げ
た
拙
稿
で
触
れ
た
『
郭
子
横
洞
冥
記
』

の
況
香
ら
し
き
材
で
舟
を
為
っ
た
話
、
『
杜
費
大
業
拾
遺
録
』
の
況
香
で
堂
を

作
っ
た
話
、
ま
た
唐
敬
宗
の
時
波
薪
が
況
香
亭
の
材
を
た
て
ま
つ
っ
た
話
、
或

い
は
『
天
賓
遺
事
』
に
見
え
る
、
揚
国
忠
が
況
香
で
閣
を
作
っ
た
話
、
ま
た

『
讃
世
説
』
に
み
え
ゑ
　
唐
の
太
宗
が
一
夜
に
、
況
香
数
十
事
を
積
み
上
げ
た

山
を
数
十
列
べ
て
焼
い
た
と
い
う
話
な
ど
に
見
え
る
況
香
は
、
以
上
の
考
察
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五

(続)中国古文献に見える沈香について(下)--その木と名称--
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阪
南
論
集
　
人
文
・
自
然
科
学
編
第
二
十
四
巻
第
三
号

従
っ
て
判
断
す
る
に
、
ど
う
も
そ
れ
等
は
、
況
香
で
は
な
く
て
、
栴
檀
の
材
で

あ
■
っ
た
可
能
性
が
強
い
。
以
後
中
国
古
文
献
に
見
え
る
況
香
つ
い
て
は
今
一
度

分
析
し
な
お
し
、
考
え
な
お
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

①
『
重
修
政
和
讃
類
本
草
』
は
第
十
二
巻
木
都
に
、
丁
香
、
況
香
、
薫
陸
香
、
鶏
舌
香
、

　
養
香
、
魯
糖
香
等
を
入
れ
る
が
、
李
時
珍
『
本
草
綱
目
』
で
は
蕾
香
は
十
四
巻
の
草
都

　
に
移
し
て
い
る
。

②
　
「
故
字
」
は
「
故
に
字
は
」
で
は
な
く
「
古
字
」
の
こ
と
、
『
説
文
』
に
は
旋
に
つ
い

　
て
、
「
旗
曲
柄
也
所
以
旋
表
士
衆
從
杁
丹
聾
周
種
日
通
自
巾
爲
旋
檜
旋
或
從
宜
」
と
あ
る
。

③
因
み
に
善
・
檀
・
宜
の
三
家
復
源
音
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
『
漢
字
古
今
音
彙
」
（
香

　
港
中
文
大
学
出
版
一
九
七
三
年
に
よ
る
）

④
崔
詠
雪
『
史
國
家
具
吏
・
坐
具
篇
』
（
民
國
七
十
五
年
・
明
文
書
局
）
＝
二
六
頁
所

　
引
の
『
廣
群
芳
譜
・
巻
八
十
」
に
あ
る
と
い
う
、
「
檀
香
一
名
施
檀
、
一
名
直
檀
…
…
」

　
と
い
う
の
は
恐
ら
く
、
「
一
名
真
檀
－
…
」
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ハ

⑥
　
石
鼓
と
は
石
鼓
文
の
こ
と
で
、
籍
の
形
を
し
た
石
数
箇
に
籍
文
で
刻
さ
れ
た
も
の
で

　
周
代
成
王
の
時
、
宣
王
の
時
に
刻
さ
れ
た
と
い
う
伝
承
を
持
つ
。
今
北
京
の
故
宮
博
物

　
館
に
収
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
刻
字
表
面
の
剥
落
甚
し
く
、
四
百
六
十
五
字
中

　
二
百
五
十
字
前
後
が
拾
え
る
の
み
と
言
う
。
全
文
は
『
古
文
苑
』
に
収
録
さ
れ
て
い

　
る
。

⑦
　
園
は
太
さ
を
表
わ
す
量
詞
で
寛
文
版
の
『
聖
徳
太
子
伝
暦
・
推
古
十
四
年
』
に
、
同

　
類
の
記
事
が
あ
り
、
そ
の
頭
注
に
、
「
一
園
五
尺
也
」
と
あ
る
。
『
韻
會
』
に
は
、
「
園
、

　
一
團
五
寸
、
又
云
、
　
一
園
三
寸
、
又
云
、
　
一
抱
謂
之
園
」
、
『
荘
子
・
人
間
世
」
に
、

　
「
求
狙
猴
之
代
者
斬
之
、
三
團
四
團
」
と
あ
り
、
『
経
典
綴
文
」
に
、
「
李
云
樫
尺
爲
園
、

　
蓋
十
丈
也
」
「
崔
云
、
園
環
八
尺
爲
一
園
」
と
あ
る
。

⑧
禰
婆
は
、
害
婆
、
（
旨
轟
罫
）
緯
奪
の
弟
子
の
こ
と
が
時
縛
迦
、
時
婆
迦
と
書
か
れ
、

　
活
・
命
の
意
と
い
う
。
（
（
雄
山
閣
）
『
梵
字
事
典
』
）

⑨
　
こ
れ
が
今
日
本
で
俗
に
言
う
セ
ン
ダ
ン
の
こ
と
か
、
樗
、
拷
、
棟
な
ど
と
も
書
き
、

　
「
あ
ふ
ち
」
と
も
い
う
。

鮭
皿

ト
N
嵐
目
，

曾
之
醤
『
＼
争
彗

a
甘
彗
＼
豊
需
目

（
含
）

ω
ブ
叫
目

菌

ギ
μ
、
ψ
目

｛
ぶ
目
＼
ミ
彗
ミ
彗

麸
具
夢
箏

（
湘
）

↓
叫
冒

蝿
－

ト
一
ψ
］
］

誌
之
＄
目
〉
彗

＄
ミ
苗
目

（
槻
）

＄
自

固
舳

判
ま
触
目
｝

昌
彗
＼
迂
藪
■

（
葦
）

痢

ギ
ゴ
①
目
，

箒
之
豆
雪
＼
g
彗

一
旨
彗
＼
沫
甘
冒

（
減
）

N
｝
⑭
目

蹄
団
勢

薪
㌻
珂
ミ
比
而
舛
武
蹄
軸
魂
蝋
酎
　
　
国
畔
酎
潮
翻

曲
声
廿
囲
硝
畔

ト
叶
蹴

速
粉
ト
叶
　
　
菖
麗
賠
而
一

詞
坤

賦
珂
坤
　
　
慧
塒

（
補
）
参
考
と
し
て
こ
こ
に
一
九
七
七
年
七
月
、
上
海
科
学
技
術
出

　
　
版
社
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
江
蘇
新
医
学
院
編
『
中
薬
大
辞
典
』

　
　
か
ら
、
況
香
、
及
び
檀
香
の
解
説
を
掲
げ
て
お
く
。

⑤
天
工
は
、
人
間
業
で
は
な
い
天
の
力
に
よ
る
巧
み
さ
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、

　
こ
こ
で
は
切
利
天
に
召
し
集
め
ら
れ
た
諸
匠
の
中
で
も
、
も
っ
と
も
す
ぐ
れ
て
い
た
毘

　
首
掲
摩
の
身
を
変
じ
た
匠
の
こ
と
を
言
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
切
利
天
の
最
高
の
巧
匠

　
の
業
を
天
工
と
言
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

(続)中国古文献に見える沈香について(下)--その木と名称--
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況
香
露
斯
吻
帥
目
。
、

　
【
昇
名
】
蜜
香
（
《
南
方
草
木
状
》
）
、
況
水
香
（
《
桂
海
虞
衡
志
》
）
。

　
【
基
原
】
カ
瑞
香
科
植
物
況
香
或
白
木
香
的
含
有
樹
脂
的
木
材
。

　
【
原
植
物
】
　
①
況
香
』
§
ミ
ミ
ざ
墨
ミ
、
§
ぎ
肉
o
メ
げ
．

　
常
緑
芥
木
、
高
述
三
〇
米
。
幼
枝
被
第
状
毛
。
叶
互
生
、
梢
帯
革
尻
、
楠
圓
披
針
形
、

披
針
形
或
倒
披
針
形
、
長
五
・
五
～
九
厘
米
、
先
端
漸
尖
、
全
塚
、
下
面
叶
朕
有
肘
被
並

架
状
毛
・
具
短
柄
、
長
釣

三
毫
米
。
傘
形
花
序
・
元

梗
、
或
有
短
的
息
花
梗
、

被
鍋
状
毛
．
花
白
色
、
与
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
花

小
花
梗
等
長
或
較
短
・
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
香
2

被
錬
形
、
五
裂
、
裂
片
卵
　
　
　
　
．
－
　
・
　
　
　
・
　
　
　
　
一
－

項
長
9
七
～
一
厘
　
　
　
　
　
　
　
器

米
、
喉
部
密
被
白
色
鐵
毛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
．

鎌
顯
嘩
－
二
．

長
・
雄
蕊
一
〇
、
着
生
子

花
被
管
上
、
其
中
有
五
枚
較
長
・
子
房
上
位
、
長
卵
形
、
密
被
柔
毛
、
二
室
、
花
柱
扱

短
、
柱
美
大
、
扁
球
形
。
覇
果
倒
卵
形
、
木
尻
、
扁
圧
状
、
投
四
・
六
～
五
・
二
厘
米
、

密
被
灰
自
色
城
毛
、
基
部
有
略
カ
木
尻
的
宿
存
花
被
。
稗
子
通
常
一
枚
、
卵
圓
形
、
基
部

具
有
角
状
附
属
物
、
長
釣
カ
稗
子
的
二
倍
。
花
期
三
～
四
月
。
果
期
五
～
六
月
。

　
野
生
或
栽
培
干
熱
帯
地
区
。
我
国
台
湾
、
r
奈
、
r
西
有
栽
培
・
国
外
分
布
印
度
、
印

度
尼
西
北
、
越
南
、
具
来
西
北
。

　
【
采
集
】
　
国
戸
況
香
的
采
集
・
逸
拝
村
干
宜
径
三
〇
厘
米
以
上
的
犬
材
、
在
距
地
面
一

・
五
～
二
米
処
的
村
干
上
、
用
刀
順
吹
数
刀
、
深
的
三
～
四
厘
米
、
待
其
分
泌
械
脂
、
婆

数
年
后
、
即
可
割
取
況
香
。
割
取
肘
造
成
的
新
侮
口
、
価
可
継
敦
生
成
況
香
。
又
法
、
在

距
萬
地
面
釣
一
米
処
的
村
千
上
、
笛
成
深
三
～
六
厘
米
、
宜
径
釣
三
～
一
〇
厘
米
的
数
介

小
口
（
俗
称
、
升
香
口
。
）
、
然
后
用
泥
土
封
好
、
待
傷
口
附
近
的
木
尻
部
分
泌
樹
脂
、
新

　
　
　
　
（
続
）
中
国
古
文
献
に
見
え
る
沈
香
に
つ
い
て
（
下
）

年
后
生
成
況
香
、
即
可
割
取
。
又
枯
死
的
白
木
香
材
、
有
肘
亦
可
寛
得
況
香
、
此
香
因
年

代
較
久
、
含
脂
量
高
、
品
尻
較
好
、
但
芦
量
不
多
。
采
得
況
香
后
、
再
用
小
刀
捌
除
不
含

村
脂
的
部
分
、
晒
干
后
即
カ
成
晶
。
須
貯
藏
干
密
閉
的
容
器
内
、
置
阻
涼
干
燥
処
、
防
止

走
油
、
干
枯
。
■

檀
香
講
勢
目
胴

　
【
昇
名
】
　
旋
檀
（
竺
法
真
《
回
夕
浮
山
疏
影
）
、
白
檀
陶
弘
景
）
、
自
檀
香
、
黄
檀
香
《
本
草

團
姿
》
）
、
真
檀
浴
香
（
《
鋼
目
》
）
。

　
【
基
原
】
　
カ
檀
香
科
植
物
香
的
心
材
。

　
【
原
植
物
】
檀
香
6
§
ミ
ぎ
§
ミ
ぎ
§
「

　
常
象
小
芥
木
、
高
六
～
九
米
。
臭
寄
生
根
。
樹
皮
褐
色
、
粗
糖
或
有
孤
裂
・
多
分
枝
、

幼
枝
光
滑
元
毛
。
叶
対
生
・
革
尻
・
叶
片
楠
圓
状
卵
形
或
卵
状
披
針
形
、
長
三
・
五
～
五

厘
米
、
寛
二
～
二
・
五
厘

米
、
先
端
急
尖
或
近
急

鼻
、
基
部
模
形
、
全
壕
、

上
面
象
色
、
下
面
巷
白
色

、
元
毛
・
叶
柄
長
○
・
七

～
一
厘
米
、
光
滑
元
毛
。

花
腋
生
和
頂
生
、
カ
三
岐

式
的
聚
ヰ
状
圓
錐
花
序
・

花
梗
対
生
、
長
釣
与
花
被

管
相
等
・
花
多
数
、
小

形
、
最
初
カ
淡
黄
色
、
后

変
カ
深
餐
紫
色
・
花
被
紳
形
、

形
、
着
生
在
花
被
管
的
中
部
、

長
、
花
菊
二
室
、
瓠
裂
、

形
、
大
小
以
櫻
桃
核
、
成
熟
肘
黒
色
、

形
、
光
滑
元
毛
。

　
野
生
或
栽
培
。
分
布
印
度
、

1
．

ミ

⑬
＾
‘

　
実
　
果
　
ふ
　
分
　
部

香
一
　
的
　
序
檀
花

　
2
、
　
枝
　
花
　
L

　
　
先
端
四
裂
、
裂
片
卵
圓
形
、
元
毛
・
蜜
腺
四
枚
、
略
呈
圓

　
　
均
花
被
片
互
生
・
雄
蕊
四
、
勾
蜜
腺
互
生
、
略
与
雌
蕊
等

花
鋭
嚢
形
・
子
房
半
下
位
、
花
桂
柱
状
、
柱
共
三
裂
。
核
果
球

　
　
　
　
　
肉
尻
多
汁
、
内
果
皮
堅
硬
、
具
三
短
稜
。
稗
子
圓

耳
来
西
並
、

漢
大
利
巫
及
印
度
尼
西
巫
等
地
。
我
国
台
湾

　
　
　
　
　
　
　
一
七

(続)中国古文献に見える沈香について(下)--その木と名称--
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阪
南
論
集
　
人
文
・
自
然
科
学
編
第
二
十
四
巻
第
三
号

亦
有
栽
培
。
本
植
物
心
材
中
的
樹
脂
（
檀
番
泥
）
亦
供
菊
用
、
男
洋
考
条
。

　
【
采
集
】
全
年
可
采
。
采
得
后
切
成
小
段
、
除
去
逸
材
（
制
造
檀
香
器
臭
肘
、
剰
下
的
■

確
材
、
亦
可
利
用
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
八
八
年
十
月
十
二
日
受
理
）

一
八

(続)中国古文献に見える沈香について(下)--その木と名称--
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